
MacPerl228 MACLIFE No.125/1  1999

Howdy!

さて，さっ
　

そく読者をふるいにかけさせてい

ただこう。

この便利さが何を意

味するのか骨身に染みてわかっ
　

ておられる御仁

は，この特集を読む必要はまっ
　

たくない。ある

いは，便利なことがお嫌いな哲学者もお断りだ。

また，宗教上の戒律から禅問答に終始したい御

房も退室いただこう。

便利なことはただそれだけで価値のあること

なのだ。有史以来，便利なことは不便なことを

常に淘汰してきたといえる。電球が発明されて

から，蛍の光で勉学に励むことに価値を見いだ

せなくなっ
　

たのと同様だ。そもそも，デー
　

タ以

外に最も価値のある資産は人間の労力であるか

らして，いかに労を要せずデー
　

タを作成し，利

用するかがネアンデルター
　

ルの昔から我々の一

番の関心事であることは言うまでもない。

人間はちょっ
　

とでもラクをしたい「無精」な

生き物だと言える。しかし恥じることは耳かき

のさじ程もない。むしろPerlでは「無精」「短

Perl
Perlは1987年，Larry Wall氏によって生

み出されたテキスト処理言語で，正式には

The Practical Extraction Report Language

（実用的情報抽出レポート言語）の略であ

る。実際にはその多重人格的性格ゆえに，

さまざまな分野・用途で使われている。最

近ではWEBのCGI処理を中心としてたい

へん人気の高い言語となっているのを知っ

ている読者もいるかもしれない。

驚くべきことに，Perlと名の付くプロダ

クツはすべてオープンソースでパブリック

ドメインになっており，世界中のだれもが，

使いたい時にダウンロードして自由に使用

することができる。

バージョン・アップの度に請求書を回して

くるどこかの新興宗教とはえらい違いだ。オ

ープンソース文化の根底には便利なモノを共

有しようという精神にあふれているんである。

MacJPerl
PerlはもともとUNIX環境で生まれたが，

さまざまな方の努力によって，いまではほ

とんどのプラットフォームで動作するPerl

が存在する。Macintoshも例外ではなく，

「MacPerl」として移植・拡張されている。

書き方さえちょっと気をつければ，Win-

dowsでもUNIXでもMacintoshでも動作す

るプログラムを書くことができる。

Perlは標準で1バイトの文字の処理を想

定してつくられている。ところが日本語の

仮名や漢字はご存じのように2バイトで1

文字を表現しているため，2バイト目に「¥」

などPerlにとって特別な意味を持つ文字が

来てしまった場合，誤作動や誤処理の原因

になる。また，2バイトは2文字とカウント

されて1文字として認識されないという問

題もある。これらの問題に対してさまざま

なアプローチがあるが，アプリケーション

的にこれらの問題を意識することなく，標準

で2バイト文字を扱える「MacJPerl」という

タイプが存在し，この連載でもMacJPerlを

用いて説明を進めている。本文中では「Perl」

や「MacPerl」と表記してもこのMacJPerlを

指していることがほとんどである。

What
is
Perl?

XPress Illustrator
PostScript PDF HTML
SGML XML
DTP

Perl

1 Over View
MacPerl

Metal Glue is it True.

気」「傲慢」は3大美徳とされているのだから。9

の力で10のことを成し遂げれば，このバランス

の上においてあなたの成果は正当に評価される

だろう。しかしPerlを使えば，1の力で（言いか

たを変えるなら，たっ
　

た1行で）何万もの成果を

叩き出すことができる。

ではおきまりのPerl流の挨拶を！

print "Howdy, Perl World!¥n";

このキャッ
　

チはも

う何十年も前にとある演歌歌手が流行らせた「奴

隷契約」であるが，どっ
　

こいこの社会にはたち
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最初にちょっ
　

とだけいいわけをさせてもらう

ことにする。この連載でPerlのすべてを紹介す

ることはとうていできない。紙ひこうきで月を

目指すのと等しい。Perlの歴史や背景を説明す

るだけでも数ペー
　

ジでは足りないだろう。第一，

あたし（※1）は一介の（DTP）Perlユー
　

ザー
　

な

んであり，ライター
　

を生業とするわけでも，Perl

を理論立てて説明できるような立場でもないこ

とをご理解願いたい。

※1 この連載では筆者を表わす一人称を「あたし」と表
記します。これも「傲慢」ゆえになせる業とお許しくださ
い。

行儀作法にうるさい先生がたのおしかりを恐

れずに言わせていただければ，この連載はPerl

の魅力を に紹介すると

いう点につきる。どんなアプリケー
　

ショ
　

ンも使っ
　

ただけの便利さしか得られないし，使っ
　

ただけ

の便利さが得られれば道具としては必要十分な

んである。もし，さらにあなたの興味を引くこ

とに成功したのなら，後に挙げる参考書籍など

でPerlに本格的に取り組んでいただきたい。あ

なたの努力と期待を裏切ることなく，あなたの

Perlは成長するのだから。

この連載を通じてホンの少しでもPerlの間口

が広がれば，あわよくば出先のマシン環境にも

インストー
　

ルされて，わざわざ（断っ
　

て）イン

ストー
　

ル作業をしなくても済むようになれば（笑），

あたしの無精心も満たされるし，これまでお世

話になりっ
　

ぱなしのPerlコミュ
　

ニティ
　

の方々に

もせめてもの恩返しができるというものだ。

さあ，Perlの扉をこじあけよう！

MacJPerlは漢字Talk 7以上のMacintoshで動

作する。最新のMac OS 8.5でも大きな問題は報

告されていない。FATバイナリのため，68Kで

もPowerPC上でも同様に動作する。

あなたにとっ
　

て必要かつ十分な材料はすでに

用意してある。以下の手順通りにインストー
　

ル

していただきたい。

qCD - ROM に添付されている「Ma c -

_Perl_520r4_appl」と「MacJPerl 5.1.5r4.sea」

をHDにコピー
　

する。

wMac_Perl_520r4_applはインストー
　

ラになっ
　

ているので，ダブルクリッ
　

クして起動する。

e任意の場所を選んでインストー
　

ルをする。

rMacJPerl 5.1.5r4.seaをダブルクリッ
　

クする

とMacJPerlアプリケー
　

ショ
　

ンが解凍される。

tいま解凍したMacJPerlアプリケー
　

ショ
　

ンを手

順eでインストー
　

ルした英語版MacPerlアプリ

ケー
　

ショ
　

ンと入れ替える（※2）。

※2 英語版MacPerlは捨てないで，圧縮してどこかに取っ
　

ておくといいかもしれません。というのは，MacJPerlでは
動作しないパッ

　

ケー
　

ジやライブラリがあるからです。ただ
し，アプリケー

　

ショ
　

ンのままどこかに置いておくと，プロ
グラムを起動させたとき，MacJPerlとMacPerlのどちらが
起動するか確定されません。どちらかを起動させておき，
プログラムを実行すればいいのですが，AppleScript経由で
処理させるときなどに不都合があります。

yCommandキー
　

とOptionキー
　

を押しながら再

起動してデスクトッ
　

プの再構築をする。

MacJPerlアプリケー
　

ショ
　

ンをダブルクリッ
　

ク

して起動してみよう。実際にPerlを動作させる

前に，やらなければならないことがある。

どころにマッ
　

チングして，商取引の対等で正当

なデモクラシー
　

を排除してしまっ
　

た。

この業界だっ
　

て例外じゃ
　

ない。クライアント

が多用する半角カナがたとえWin機のデフォ
　

ル

トだとしても，それに文句を付けることは信教

の自由に反するのだ。クライアントが英数字の

半角全角が判別できないワー
　

プロを愛用してい

たとしても（あぁ
　

，不幸なことにこのワー
　

プロ

には罫線できれいに表組みできるすばらしい機

能もついている！），笑顔で受け取るのが我々の

仕事なのだ。もちろん，これらを清書する対価

は請求書には含まれていないのであるが。

たとえば，このペー
　

ジの本文の組版をすべて

Perlで処理したといっ
　

たら驚くだろうか？　こ

の本文にはいくつかの要素が含まれている。見

出しや太字，イタリッ
　

クやコー
　

ド文，上付イン

デッ
　

クスや脚注……
　

。「カッ
　

コ」や・（中黒），リ

ーダやダーシなどのツメを調整するカー
　

ニング。

（QuarkXPress 3.3Jでは実現できない）拗促音や

音引きの行頭禁則にいたるまで制御できる（もち

ろん訂正だっ
　

てOKさ）としたらどうだろうか？

これまで，編集者やデザイナー
　

は色彩学の教

授よろしく48色のマー
　

カー
　

を使用して，微妙な

色を使い分けて入念な指示をしていたと思う。間

違えたら赤ペンで直したりして……。現場のオ

ペレー
　

ターはこの巧妙ないやがらせに豚のよう

に文句を垂れながら迎えた朝が……
　

いや，思い

出すのはもうやめよう。

Perlを使えばこれらの処理にかかる時間は数

秒になる。さらに，この組版に使用したプログ

ラムをホンのちょっ
　

と書き換えれば，HTMLを

書き出すなんてことも朝飯まえなのだよ。ウソ

だと思うならどちらもCD-ROM MACLIFEに収録

されているので確かめてみるといい。

中学生のころ，デパートの屋上に太

田宏美さんのサイン会に行ったことが

ある。その夜は感激のあまり寝付くこ

とができなかった……。そ

んな遠い記憶の彼方に忘

れ去られていた感覚が，突

然呼び覚まされたのだった。

11月11日，オライリ

ー・ジャパンの主催で行

なわれた「Perlカンファ

レンス」に，Perlの生み

の親であるLarry Wall氏

が特別講師として来日されたのである。

雲の上の先生方のさらに上空，成層圏

に住む「現人神」との遭遇に，あたし

の感激がいかほどのものであったか？

熱烈なMacファンの方々には申しわけ

ないが，Steve Jobsに逢ったってこん

なに感激しないだろう。

この時あたしは，ミーハーそのもの・

ミーハー権化であったと思う。

あたし●「Can I Take a Picture?」

現人神●「Sure!」

なんというぶっきらぼうで，野蛮な

ミーハーであろうか？　しかし現人神

はさらに「together」とおっしゃった

のだったよ。全身の血が逆流したね。

あたしは，足は震えてくるし，顔は

こわばるしで世間様にお見せできるよ

うな写真ではないが，ともかくLarry先

生のこの笑顔に人格すべてがにじみ出

ているような気がするのは気のせいか？

こういうカメラ持参の物見遊山な出

席者はあたしぐらいなものだったのだ

ろう。おかげでカンファレンスそのも

のはレベルが高すぎてさっぱりついて

いけなかった。まあ，前田薫先生と歌

代和正先生の御尊顔を拝しただけでも

よしとしよう。あぁ，やっぱりミーハ

ーだ……。
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か，Command＋Shift＋Sを押すと図2のよう

な保存ダイアログが出る。

w名前を入力したらタイプを保存形式を「Doro-

plet」（ドロッ
　

プレッ
　

ト）にして（※3）任意の

場所に保存する。

※3 MacPerlでは「実行専用」という，面白い保存形式
があります。この形式で保存すると，MacPerlアプリケー

　

ショ
　

ン本体のリソー
　

スをコピー
　

して持
　

つため，MacPerlア
プリケー

　

ショ
　

ン本体がインストー
　

ルされていない環境でも
ランタイムとしてふるまいます。ただし，ファ

　

イルサイズ
が大きくなり，配布用としては一長一短です。もちろん，
Macintosh環境以外ではこういう機能はありません。もし，
他の（Windowsなどの）環境で動作させたいときはテキス
トファ

　

イルとしてスクリプトのみをもっ
　

ていけばよいでしょ
　

う。通常のMac上であれば，このドロプレット形式が最も
便利です。

e図3のようなファ
　

イルができたことを確認する。

MacPerlではスクリプトはドロッ
　

プレッ
　

ト（※4）

になっ
　

ているのが普通だから，コマンドを打ち

込んで処理ファ
　

イルを指定する必要はない。処

理させるファ
　

イル（この場合は総文字数を調べ

たいファ
　

イル）をいま作っ
　

たドロッ
　

プレッ
　

トに

ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プするだけなんである。実に

便利で理にかなっ
　

た方法ではないか。あっ
　

とい

う間に，文字数が表示されるんである。

※4 標準でインストールされていると思いますが，作っ
たプログラムにドラッグ＆ドロップ（ドロップレット）す
るためには，AppleScriptがインストールされていなければ
なりません。

ちなみに，このドロッ
　

プレッ
　

トを再編集する

ためには，MacJPerlのアプリケー
　

ショ
　

ンにド

ラッ
　

グ＆ドロッ
　

プするか，Optionキー
　

を押しな

がら，ダブルクリッ
　

クすればOKだ。

いまここではスクリプトの詳しい解説はしな

い。とりあえずここでは，初めて書いたプログ

図2●DropletはMacintoshな
らではの使いやすさだ

図3●これで立派なアプリケー
ションだ

ラムが実際に動いていることに素直に感動して

いただきたい。なにせ，あたしはここまで来る

のに何
　

カ月もかかっ
　

てるんだ（笑）。今回はOver

Viewということで，ひととおりの紹介のみにし

たい。パンチドランカー
　

になっ
　

てしまっ
　

たら困

るしね。

ある文字列が含まれたファ
　

イルを探すのは，結

構手間だっ
　

たりする。Mac OS 8.5からはインテ

リジェ
　

ントな「シャー
　

ロッ
　

ク」なる探偵を雇っ
　

たが，前調査が長すぎて目的のファ
　

イルへたど

り着くまでの道のりはなかなか険しいようだ。毎

日クライアントから山のように持ち込まれるMO

にいちいちそんな手間は掛けられない。第一，目

的のファ
　

イルはおよそどこにあるかぐらいは見

当がついている。そんな時にこのスクリプトは

便利だ。検索したい複数のテキストファ
　

イルを

ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プすると，入力した検索文字

列に該当する行をすべて表示する。

#!/usr/local/bin/perl

print "検索文字を入力してください¥n";

$find_words = <STDIN>;

chop($find_words);

while(<>){

if (/$find_words/) {

print "$ARGV $_";

}

}

q編集メニュー
　

から「編集様式」を選びフォン

トを“Osaka―等幅”などに設定する。

w編集メニューから「環境設定」を選び，ライ

ブラリフォ
　

ルダ（フォ
　

ルダ名は“lib”，アプリ

ケー
　

ショ
　

ンと同じ階層に入っ
　

ている）が正しく

選ばれていることを確認する。

これで準備が整っ
　

た。

さっ
　

そく，カンタンで実用的なプログラムの

を紹介する。そう，習うより慣れろ。考えるよ

りタイプしろ。プログラム修得に近道はない。

手始めにテキストファ
　

イルの総文字数を計算

させてみることにしよう。

MacJPerlのファ
　

イルメニューから「新規」を

選ぶか，Command＋Nを押すと新規ウィンド

ウ（Perlエディ
　

タ）が開く。ここに下記のよう

に打つべし，打つべし（図1）。

#!/usr/local/bin/perl

while(<>) {

$count += s/./$&/g;

}

print "『$ARGV』の文字数は，a

¥n$count文字です¥n";

注）スクリプト内のa印は，改行せずに下の行が続くとい
うマークです。

Perlエディ
　

タに上記のとおりタイプしおえたら，

qファイルメニュー
　

から「別名で保存」を選ぶ

図1●打つベし、打つべし！



MacPerl MACLIFE No.125/1  1999 231

じつはこの検索プログラムは隠された力を持っ
　

ている。普通の文字列検索以外にさらに便利な

「正規表現」が使用できることである。もちろん

前述の探偵にはそのような芸当はできない。

無駄話が多いせいか，そろそろ紙面の残りが

少なくなっ
　

てきた。反省――
　

。正規表現につい

ては次回くわしくお話することにしよう。正規

表現を使っ
　

た検索置換が使えるようになれば，あ

なたはPerlを手放せなくなるはずだ。

この連載の今後の予定をまとめてみる。

qMacJPerlの導入とOverView

w正規表現とパター
　

ンマッ
　

チ

e制御構造

r配列・関数

tMacPerl拡張とAppleScript

yケー
　

ススタディ
　

（XPressタグ，Illustrator，

Postscript，HTML）

どれもこれも濃いので，予定どおり進むかど

うか相当不安なんであるが，乗りかけた船だと

思って最後までお付き合い願えれば幸いである。

毎回CD-ROM MACLIFEに実用的なスクリプトを

収録するので，それを使うだけでもいいし，カ

スタマイズできればなおいい。冗長なプログラ

ムへの抗議のメールも歓迎しよう。すべてはPerl

の扉を開けたあなたのために…。

それでは，次回をお楽しみに。

Perl
Larry Wall他，近藤嘉雪訳（オライリー

　

・

ジャ
　

パン）

Perlを学ぶ上で最もアカデミッ
　

クな原

著。リファ
　

レンスとしても秀逸で必携の

1冊。電車内などでは重くて腕が痺れて

しまうのが唯一の欠点。

Perl
Ellie Quigley，武舎広幸他訳（プレンティ

　

スホー
　

ル出版）

スクリプト作成の基礎からプロセス間

通信までが平易に綴られており，初心者

向き。本全体はUNIX環境を前提として

いるが，訳者の方がMacPerlユー
　

ザー
　

で

あることと，導入部にほんの少しMacPerl

の簡単な導入方法も書かれており心強い。

TEXT
　

TEXT
　

TEXT
　

中島靖（情報管理）

ふんだんなスクリプト例とリファ
　

レン

スは丁寧で秀逸。表紙の昆虫の絵の意味

は不明。

Web
The Perl Language Home Page
http://www.perl.com/perl/

Perl公式サイト。さまざまなソー
　

ス，

スクリプト，FAQ，ドキュ
　

メントが参照でき

るCPAN（Comprehensive Perl Archive

Network；総合Perlアー
　

カイブネッ
　

ト

ワー
　

ク）へもここから行くことができる。

迷子にならないよう注意が必要。

MacJPerl
http://world.std.com/̃habilis/macjperl/M

acJP5.j.htm

MacJPerl最新版がダウンロー
　

ドでき

る。ツー
　

ル類のリンクもここから取りにい

ける。

Hora's Home Page
[Powered By Mac-OS]
http://www2a.biglobe.ne.jp/̃hora/

山本武さんが運営されているペー
　

ジ。

MacPerlやAppleScriptを使っ
　

たソリュー
　

ショ
　

ンを提供。会議室を通じたサポー
　

ト

も活発。

Mac Perl
　

http://www.bekkoame.or.jp/̃syunji/perl/

mac/macperl.html

Perlに関してのさまざまな話題，Tips

がちりばめられている。

AppleScript Irregulars
http://www.dd.iij4u.or.jp/̃xyz/

鎌田幸雄さんの運営されているペー
　

ジ。

AppleScriptとDTPの話題が中心だが，

MacPerlとQuarkXPressを連携させた

情報は見逃せない。

Show Time
http://www.asahi-net.or.jp/̃ym3s-

ickw/showtime.html

わたしのペー
　

ジ。この連載で紹介したス

クリプトを順次掲載します。あっ
　

，更新し

なくちゃ
　

。

BBS News
NIFTYSERVE
・DTPフォーラム（FDTP）15番会議室

せどおうくぱある(SED,AWK,PERL)

・FGAL・テキスト＆スクリプト7番会議室

基本処理｜Perl天国1/便利でらくちん！！

・FGAL・テキスト＆スクリプト9番会議室

OS依存｜Perl天国2/Win32,Mac等の使

い方

NewsGroup
・japan.comp.lang.perl

・fj.lang.perl

NewsGroup
・comp.lang.perl.misc

・comp.lang.perl.announce

・comp.lang.perl.modules

Perl
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次ページに正規表現の一覧をあげておく。よ

く使うものをいくつか説明しよう。

「.」は改行以外の1文字とマッ
　

チする。「愛.県」

と書けば，愛知県にも愛媛県にもマッ
　

チする。し

かし「.」はどんな文字にもマッ
　

チしてしまい，

「慈愛と県政」などというウソ臭くとんちんかん

な文字列にもマッ
　

チしてしまうことになりかね

ない（笑）。これを避けたい場合は，「愛[知媛]県」

と書くか「愛(知¦媛)県」と書けばよいわけなん

である。「[ ]」の使い方としては他にも，「歩[か

きくけこい]」で動詞の活用などを表現したり，

「[^～～ ]」のようにその文字集合以外を表現す

ることも可能だ。たとえば，[^亜-龠]で漢字以外

という書き方もできたりする。

同じ種類の文字が何度も繰り返されるような

パター
　

ンも表現できたりする。「?」は直前の文

字が0回か1回ある場合にマッ
　

チし，「Pea?rl」

と書けばPearlとPerlを同時に検索に掛けられ

る。「*」は直前の文字が0回以上，「+」は直前の

文字が1回以上を表す。「Coo+l」と書けば，Cool

にもCooolにもCoooooooolにもマッ
　

チする

（クー
　

ルな説明とはいいがたいが…）。特に制約

なく「.+」と書けば，通常は行頭から行末を意

味する。これを「最左最長一致」といい，1行中

の最も左から可能な限り長くマッ
　

チする仕組み

だ。Perl5からは「*?」と「+?」の組み合わせが

最短の一致として取り入れられた。たとえば，1

行中にカッ
　

コが2組以上出てくる場合，『（なんと

かかんとか）～～（笑）』を（.+）と検索しよう

とすると『（なんとかかんとか）～～（笑）』す

前回はMacJPerlの導入と，簡単なスクリプトを

挙げてほんのさわりを紹介させていただいた。前

回の最後に予告したとおり，今回は「正規表現」を

含めたパター
　

ンマッ
　

チの紹介することにしよう。

「正規表現」という言葉を初めて耳にする読者も

いるかもしれない。正規表現を一言で説明する

のはちょっ
　

と難しいのだが，いくつか例題を見

ていただければすぐに理解できるだろう　　。日

常的に馴染みのある「YooEdit」や「Jedit」な

どにも実装されていて（※1），使い慣れればこ

れほど便利な検索方法はない。「Perlがすばらし

いのではなく正規表現がすばらしいのだ」と大

袈裟なことを言う人さえいるほどだ。

※1 正規表現にも方言が若干存在していて，表の表現が
そのまま使えるわけではありません。それぞれのアプリケー

　

ショ
　

ンのマニュ
　

アルを参照してください。

XPress Illustrator
PostScript PDF HTML
SGML XML
DTP

Perl

2

Get it ON!!!

べてがマッ
　

チしてしまうが，（.+?）とすれば『（な

んとかかんとか）』までしかマッ
　

チしない。もち

ろん，Perl4にはない機能なので，（[^)]+）とい

う書き方で回避してきた。Perl4.xで稼動してい

るマシンも多いため，できるだけ互換の取れる

書き方が好ましい。

特定の文字の個数でマッ
　

チさせることも可能

となっている。たとえば東京都区内の電話番号

は「03¥-¥d{4}¥-¥d{4}」で表現できる。

「[ ]」の外にある「^」は行頭を，「$」は行末

を表し，これが意外に重宝したりする。「^「」と

書けば行頭の“「”だけにマッ
　

チし，「。$」と書

けば行末の“。”にしかマッ
　

チしない。「^$」と

書けば空行を表し，「^¥s*$」とすれば，スペー
　

スだけの行にマッ
　

チする。

意外とカンタンで便利なことが分かっ
　

ていた

だけたと思う。これらのパター
　

ンを駆使すれば，

複雑な文字列パター
　

ンも1度で検索対象にできる

わけなんである。アルファ
　

ベッ
　

トは26文字×大

文字・小文字で52文字，さらに数字を足せば62

文字あるが，これらを一度ずつ検索するとすれ

ばたいへんな労力だが，「[A-Za-z0-9]」なら1回

で済んでしまうんである。

正規表現に使われるこれらのメタキャ
　

ラクタ

そのものを表現することはできるのかと心配す

る必要はない。Perlには簡単にメタキャ
　

ラクタ

を表す方法がある。単にメタキャ
　

ラクタの前に

「¥」を置くだけだ。半角のパー
　

レンを表したい

なら「¥(」と書けばよく，ハイフンを表したい

のなら「¥-」と書けばよい。

愛 . 県�

0 - 9�
A - Z�

[^亜 - 龠] 
愛知県�

数字の0～9�

アルファベット大文字のA～Z�

JIS漢字以外のすべての文字�

�

�

？�

愛媛県�
慈愛と県政�

ピリオドはどんな�
文字にも合致する�

ハイフンはひと続きの�
JIS文字コードを意味する�

～ではない�
～以外�

最初の漢字コードを持つ漢字�

最後の漢字コードを持つ漢字�
（注；JIS X0208-1990に準拠するなら“　”）�
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頭に「s」を付け，検索文字列と置換文字列を

「/」で区切るだけである。最後の「/」の後に付

いている「i」と「g」はオプショ
　

ンで，「i」を付

けると検索時にアルファ
　

ベッ
　

トの大文字と小文字

を区別しない。「g」を付けると1行中に検索対象が

あるかぎり置換を続けるという意味である。よく

使うオプショ
　

ンなので，覚えておくと便利だろう。

sedなどに慣れているユー
　

ザー
　

は行末の「;」

の意味がわからないかもしれない。Perlではこ

のように文の最後に「;」を置いて複文を可能に

している。ひとつの文・コマンドが終わっ
　

たら

「;」を入れましょ
　

うという決めごとにすぎないの

で，あまり深く考えないように（笑）。

さっ
　

そく，このs演算子と正規表現を使っ
　

て，

便利なスクリプトを紹介することにしよう。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/^¥r//;

さて，なにをするスクリプトだろうか？　「行

頭のLF（復帰）コー
　

ドを削除する」という意味

で，勘のいい読者ならもうお気づきだろう。

Windows（DOS）経由のテキストデー
　

タを受

け取った場合，改行は「CRコー
　

ド＋LFコー
　

ド」

で記録されているため，Mac上で開くと行頭に

表示されないゴミ文字として「LFコー
　

ド」が邪魔に

なることがある。これを除去する専用のユー
　

ティ
　

リ

ティ
　

などもあるようだが，たっ
　

たこれだけで専用の

ユー
　

ティ
　

リティ
　

とまっ
　

たく同じ動きをするんである。

では逆に，MacからWindows環境へテキスト

さて，先月ご紹介した複数のファ
　

イルから特

定の文字列を含む行を表示するスクリプトをも

う一度見てみよう。

#!/usr/local/bin/perl

print "検索文字を入力してください¥n";

$find_words = <STDIN>;

chop($find_words);

while(<>){

if (/$find_words/) {

print "$ARGV $_";

}

}

このスクリプトでは，検索文字列を指定する

際に，単に特定の文字列だけでなく，正規表現

を使用したパター
　

ンが含まれているかどうかも

検索できるんである。ためしに「^¥t」と指定す

れば，行頭がタブで始まる行が表示されるし，

「1998¥.1?¥d¥.[1-3]?¥d」と指定すれば，複数

のファ
　

イルから1998年の日付がついたレコー
　

ドの

一覧表を得ることもできる。わざわざExcelなどの

重いソフトを起動する必要も減るかもしれない。

ちなみに1行目の#!/usr/local/bin/perlは一種の

おまじないであるが，Mac環境以外では「パス

を通す」というそれこそおまじないのような儀

式があり，それらと互換を取れるようになって

いる。なくても動作そのものには影響はないが，

後述するようなオプションを付加してスクリプ

トの性格付けをすることもある。まあ別にあえ

て異を唱える根拠もないので，付けておこう。

s

テキスト処理で最も重要で使用頻度が高いの

は，やはり検索置換だろう。s演算子はとても簡

単な構文で検索置換を実現する。

s/検索文字列/置換文字列/ig;

なんだ，sedと同じじゃないかという読者も

いるかもしれない。その通り。Perlは様々な言

語のおいしい所をうまく利用している。

. 改行キャラクタ（¥n）以外の任意の1文字
[A-Z0-9] [ ]の中の任意文字の集合（この場合，アルファベットの大文字か数字の1文字を表す）
[^A-Z0-9] [ ]の中の文字以外の集合（この場合，アルファベットの大文字か数字以外の1文字を表す）
¥d 数字（[0-9]と同じ）
¥D 数字以外（[^¥d]と同じ）
¥w 英数字（[A-Za-z_0-9]と同じ）
¥W 英数字以外（[^¥w]と同じ）
¥s 空白文字（半角スペース・タブ・改行。[ ¥t¥n¥r¥f]と同じ。全角スペースは含まれない）
¥S 空白文字以外（[^¥s]と同じ）
¥n 改行文字
¥r 復帰（MacintoshではLFを表し，それ以外ではCRを表す）
¥t タブ文字
¥f 改ページ文字
¥0 ヌル文字
¥cA 制御文字（この場合，コントロールA）
¥ooo 8進数表現
¥xhh 16進数表現

^ 行頭
$ 行末
¥b 単語の区切り
¥B 単語の区切り以外

x? 0個または1個の「x 」
x* 0個以上の「x 」
x+ 1個以上の「x 」
x{m,n} m個以上n個以下の「x 」
x{m,} m個以上の「x 」
x{m} m個ちょうどの「x 」
x{,n} n個以下の「x 」

文字列をグループ化する
$1 ( )で囲まれた最初の文字列
$2 ( )で囲まれた2番目の文字列（$3，$4，$5…以下対応するグループの参照）
$+ 最後に( )で囲まれた文字列
$` マッチした部分より前
$& マッチした部分
$' マッチした部分より後

| | 論理和（東京か大阪か名古屋）
¥ メタキャラクタ（^$+?.*(){}[]¦¥）を文字として扱いたいとき
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使い方ができる。なにはともあれ，具体的なス

クリプトを見てみよう。

下記のスクリプトは今年の1月1日から実施さ

れた携帯電話・PHSの11桁化を自動化するスク

リプトである。大阪06局の市内局番の4桁化も

同時に行なえるようにした。アドレスデー
　

タの

処理がまだ済んでいない人には便利だと思う。た

だし，ハイフンの位置が違っ
　

ていたり，パー
　

レ

ンを使っ
　

ている場合などは手直しが必要である

ことをお断りしておきたい。

最初の「(¥D)?」は数字以外の文字が頭に付く

ことを条件にしている。「?」をつけるのは行頭

からいきなり電話番号が始まる場合を想定して

いるからだ。番号の前に「携帯」とか「PHS」

とか決まっ
　

た文字列がくるのが分かっ
　

ていれば

「(携帯)」や「(PHS)」にすればより確実であろう。

これらの検索文字列のなかで「( )」に囲まれ

ているグルー
　

プを一番左から$1，$2，$3に対応

させ，置換文字に反映させている。これらは次

のマッ
　

チが行なわれるまでの局所変数である。つ

まり，マッ
　

チした文字列をこういっ
　

た特殊変数

に一時的に代入していると考えればいい。

$1が「${1}」となっ
　

ているのは変数と次に続く

文字列とを区切っ
　

ているをとを意味する。$1に続

く文字が数字でなければ，特に必要はないのだが。

sedやAWKなどでは後方参照は$9（もしくは¥9）

までしか使えない。Perlでは対応するグルー
　

プさ

えあればどこまでも面倒を見てくれるんである。

1行中で「#」から改行まではコメントと見な

される。ほかにもコメントアウトさせる方法が

あるが，ほとんどこれで間に合っ
　

てしまう。Perl

スクリプトは複雑になればなるほど後々のメン

テナンスが大変にな
　

る傾向があるので，適宜コ

メントをつけるべきだ。半年後にはきっ
　

と自分

自身に感謝するに違いない。

この他にも後方参照には，マッ
　

チした文字列

全体を表す「$&」などがある。以下の例は，文

になっ
　

ている（行末が「。」で終わっ
　

ている）の

に行頭に全角スペー
　

スがない行に全角スペー
　

ス

を付け足すスクリプトである。

ファ
　

イルを持っ
　

ていきたい場合はどうすればい

いだろうか？

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/¥n/¥n¥r/;

これでWindows使いの方からのクレー
　

ムがひ

とつ減っ
　

た。口さがないWindowsユー
　

ザー
　

から

の「Macにはリター
　

ンキー
　

がないらしい」とい

うジョー
　

クも一蹴できるだろう。

1行目に「-pi.bak」という見慣れないオプショ
　

ンが付いてる。本来は出力ファ
　

イルのハンドル

を開いた後，指定ファ
　

イルの各行をルー
　

プさせ

てprintさせなければならないだが，この程度の

簡単なものなら，これらの定型作業をオプショ
　

ンで処理させることができる。このスクリプト

をドロッ
　

プレッ
　

トとして保存し，処理ファ
　

イル

をドラッ
　

グアンドドロッ
　

プすれば，オリジナル

の処理ファ
　

イルには「.bak」という拡張子がつ

き，処理後のファ
　

イルが新規作成される。

マッ
　

チした文字列を後で使えるようにする機

能である。s演算子と組み合わせると大変便利な

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/(¥D)?0([56])0¥-(¥d{3}¥-¥d{4})/${1}070¥-$2$3/;#PHS

s/(¥D)?0([1-48])0¥-(¥d{3}¥-¥d{4})/${1}090¥-$2$3/;#携帯電話

s/(¥D)?06¥-(¥d{3}¥-¥d{4})/${1}06¥-6$2/;#大阪06局内

スクリプトが長くなるような場合，

ちょっ
　

と自信のない書き方に遭遇すること

がある。ちゃんと動くかどうかその場です

ぐテストしたくなるような場面で，以下の

ようなテスト用のスクリプトがたいへん役

に立つのでご紹介しておきたい。

#!/usr/local/bin/perl

while(<DATA>){

#ここにスクリプトを書く

print;

}

__END__

ここに処理したいテキストを入れる

このとおりタイプし終えたら，Com

mand＋Shift＋Rを押せば，図のような結

果がすぐに出てくるという仕組みだ。

これは<DATA>というファイルハンド

ルを開いて，__END__以下のテキストを

1行ずつ読み込み，処理したものをSTD-

OUT（ウィンドウ上の標準出力）に出力

している。

このほかにも，<DATA>ハンドルを使わ

なくても，スクリプトを開いた状態でCom

mand＋Shift＋Rを押せば，標準ウィンド

ウが開き，そこにテキストをタイプするか

コピー＆ペーストすれば結果が出力される。

このときプログラムはずっと入力待ち状態

にあるので，Control＋Dを押すことでス

クリプトの実行を中止できる。
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#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/^[^ ].+。$/ $&/;

s演算子でちょっ
　

と便利で変わっ
　

たことができた

りする。以下はあまりよい例とはいえないのだが。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/¥d+/$& + 1/eg;

処理ファ
　

イル中の数字にすべて1を足してい

る。たっ
　

た1行のプログラムでこんなことも出来

てしまうのだ。正規表現をちょっ
　

と工夫すれば，

毎年年齢をひとつずつ上げなければならない会

員名簿などでは重宝するかもしれない。

これは，s演算子の最後に「e」オプショ
　

ンを付け

るだけで，それを式として評価しているという仕組

みなんである。「e」オプショ
　

ンについては他にもい

ろいろな使い道があるが，おいおい説明すること

にしよう。ここでは置換が式として取り込まれ評価

されていることがわかればそれでよい。

tr

ある特定の文字と別の文字を1対1で置き換え

る演算子である。たとえば，全角のアルファ
　

ベッ
　

トと数字をすべて半角に置き換えたい時は，次

のようにすればよい。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

tr/Ａ-Ｚａ-ｚ０-９/A-Za-z0-9/;

デー
　

タ入校の際にはこのような文字種の統一

は必須であると思う。よほど組版に詳しいクラ

イアントでないかぎり「6」と「６」，「A」と

「Ａ」は同義なのだ（だから当然混在している）。

にもかかわらず，制作会社によっ
　

てはこういっ
　

たテキストに無分別なところが少なからずある。

ややもすれば，クライアント原稿絶対重視の偏

見すら根強い。結果として，醜い（そしてシロー
　

トっ
　

ぽい）組版が世間に出回ることになる。そ

もそも，デー
　

タ入校そのものがそんな歴史のあ

ることじゃ
　

ないんだからして，文字コー
　

ドに精通し

たプロフェッ
　

ショ
　

ナルの手を経なければ日本語の

組版などゆめゆめ不可能なのであることを肝に命

じたい。そういう美意識のかけらもないプロダク

ショ
　

ンは自然淘汰されていくからいいんであるが…。

つい愚痴っ
　

てしまっ
　

た（自爆モー
　

ド？　笑）。

前出のスクリプトは何ら説明もいらないほど簡

単なのであるが，ちょっ
　

と説明するなら「Ａ-Ｚ」

はアルファ
　

ベッ
　

トの大文字26文字に展開された

状態を意味している（ＡＢＣＤＥＦＧ……
　

Ｚ）。

Perlでは「/ /」に囲まれることによっ
　

て，展開

できるものは展開されているのだ。

tr演算子にもいくつかのオプショ
　

ンが存在する

が，ほとんど使うこともないので，説明はしな

い。興味があるならLarry Wall他『プログラミ

ングPerl』（オライリー
　

・ジャ
　

パン）などを参照

していただきたい。

Note

今回紙面で紹介したスクリプトはすべてCD-

ROM MACLIFEに収録した。Perlの正規表現とパ

ター
　

ンマッ
　

チがいかに簡単で強力なものかが，お

わかかりいただけると思う。需要に合わせてカ

スタマイズできれば，あなたも立派なPerlプロ

グラマーなんである。

さて，このような検索置換だけがPerlのすべ

てだろうか？　たしかにこれだけでも十分便利

なんであるが，これだけのことなら冒頭の「Jedit」

とAppleScriptを駆使すれば（恐ろしく遅いが）

できなくはないだろう。コマンド数制限などが

あるもののsedなどでも不可能ではない。

Perlは汎用言語であるからして，変数や制御

構造を利用してより便利に仕事をこなすことが

できる。次回からはそれらについて説明しよう

と思う。お楽しみに（っ
　

て楽しみにしてる読者

なんているのだろうか？　ちょっ
　

と不安…）。

あたしもかつてはまっすぐな眼をした純

粋な少年だったが，いまではその瞳もすっ

かり淀みしょぼくれ，黒い腹はいまだ成長

の一途をたどっている（笑）。

他人の不正が許せないまっすぐな方々に

は不幸なことだが，Perlはあらゆる人間性

と嗜好に寛容な言語だといえる。他人の書

いたプログラムを解析するのは容易なこと

ではないし，それはそのまま自分の書いた

ものですらあてはまる。

実際に同じロジックの中でさえ書き方は

何通りもできたりする。切り口を変えて考

えればその選択肢は文学のような様相を呈

するだろう（事実，Perl詩などという分野

まである!?）。

じゃ「だれでもわかかりやすいように書

きましょう」と一概にいえなかったりする

ことがあることも事実だ。

大きな迷路の中で，出口までの最短の

コー
　

スを辿れば，最も速く，効率よく，燃

費よくゴールすることができるだろう。そ

れと同様に世界中のPerlハッカーは，より

速く効率がよくメモリを浪費しないプログ

ラムに執心している。そしてあなたもいず

れその魅力の虜になるだろう。速さの魅力

にはだれもかなわないもの。

しかしLarry先生は言っている。「ボスに

クビにされるまえに仕事が終えられる。そ

れがよい（正しい）プログラムなのだ」と。

あたしたちは言語学者ではない。どんな

に美しく効率のいいプログラムも，納期や

締め切りに間に合わなければ，単なるおバ

カさんに過ぎない。作家風情を気取ってい

る場合じゃない。例外処理やメモリ管理で

重箱の隅をつつくようなプログラムは，個

人での使用が前提ならば問題の核ではない

はずなんである。

それゆえ（そして幸いにも！），There's

More Than One Way To Do It!（やり方は

何通りもある）とはPerlの最も重要なスロ

ーガンなのだ。

There's More Than
One Way To Do It!

1964年9月12日生まれ，B型。
都内のDTP制作会社に勤務しつつ，自
宅でSOHOを実践中。その結果，昼も
夜も，休日も平日も，趣味も仕事も，愛
妻も愛猫もすべての境目を失いつつある。
JAGAT（日本印刷技術協会）認定・DTP
エキスパート。
http://www.asahi-net.or.jp/̃ym3s-ickw/
showtime.html
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「変数とは入れ物です」といっ
　

ても，分からな

い人にはなかなか分かっ
　

てもらえない。しかし，

すでにもう第1回目の最初に掲載した文字数計算

プログラムから変数を使っ
　

ているのだ。そのま

ま紹介しても芸がないので，複数ファ
　

イルをド

ラッ
　

グ＆ドロッ
　

プしても良いようにしてみよう。

#!/usr/local/bin/perl

while(<>) {

$count += s/./$&/g;

if (eof) {

print "『$ARGV』の文字数は

$count文字です¥n";

}

}

処理結果から，$count には文字数が入っ
　

てい

て，$ARGV にはフルパス名が入っ
　

ているだろ

うと予測できる。そのとおり。このように変数

は任意の情報を記憶したり，呼び出したりでき

る大変便利な仕組みなんである。

「$count」はユー
　

ザー
　

が定義したスカラ変数

で，「文字列」，「数値」，「真偽（ブー
　

ル）値」の

いづれかひとつを入れることができる。代入式

は「$〈変数名〉=〈値〉;」で，変数の型はその

コンテキスト（文脈）で評価される。つまり，右辺値

が数値を返すとき，その変数は数値型であり，文字

先月号でご紹介したパターンマッチだけでも

Perlのすごさ・簡単さを十分理解していただけ

たと思う。しかし，Perlはあなたの想像以上に

便利な道具なんである。

変数とか制御構造などと聞くだけで及び腰に

なっ
　

てしまう読者もいるかもしれない。若かり

し日，BASICなどでの挫折がトラウマになっ
　

て

いまだ心の痛む人もいるだろう。Perlは汎用言

語であるからして，「変数」や「制御構造」を使

えば複雑な処理をより簡単でパワフルに処理す

ることが可能になるだろう。便利な道具を使い

こなすには，それなりのテクニックだって必要

になることがある。「便利」という言葉の誘惑に，

困難を乗り越える力があることを信じて。

DTP

Perl

All I want is Easy Action!!

列を返せば文字列型になる。Perlはつくづく都合

よく作られているんだなぁと感心してしまう。

前記の例で説明すると，s/./$&/g は置換に成

功した回数（数値）を返す。これを単純に代入

するのではなく，「+=」で加算している。つまり

この場合，$count = $count + s/./$&/g; と同義

になるということだ。

明示的に文字列を代入したい時，一組の「'」

シングルクォー
　

トで囲む必要が生じる。例えば，

数字「5」を $str に文字列として代入したい場

合は $str = '5'; とする。右辺値が裸の文字列の

時も同様に$str = '文字列'; としなければならない。

また，5行目のprint文と同様に文字列中の変数

を展開して代入したい時は，一組の「"」ダブル

クォー
　

トで囲めばよい。もちろん，変数に変数

を代入することだって可能だ。

スカラ変数については，MACLIFE CD-ROM

のサンプルスクリプトフォ
　

ルダに「煙草税の計

算」を試作してみたので，各々の変数が何を保

持しているか眺めてみるといいかもしれない

（Perlの変数が政治家の理不尽な施策よりも一貫

性を持っている証として :-）。

　

ときおり，一度にたくさんのデー
　

タを同じ次

元で扱えると幸せなことがある。大量にスカラ

変数を作っ
　

てプログラムを汚す必要はない。

例えば，QuarkXPressのタグ処理で，ビブロ

スフォ
　

ント（GthinHroundの丸数字）を指定し

たい時は，以下のようにするといいだろう。

ひとつの箱の中には�
ひとつの“値”を入れることができる�

配列の中の“値”は�
並列に扱われる�

“キー”　と　　“値”を組み合わせて，関連付けされている   

$scalar =       ;

@array = (        ,        ,        ,        ,        );

%hash  = (        =>        ,        =>        ,        =>        );

●スカラー変数�

●配列（リスト）�

●連想配列（ハッシュ）�

ちょっと見た目には敬遠されがちな
分野ではあるが，ちょっとしたコツ
をつかんでしまえばこっちのもの。
攻略できれば，こわいものなしだ。
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s/○[日月火水木金土]○/ a

<¥$f¥"PifontWk1¥">$youbi{$&} a

<¥$f¥$>/g;

連想配列は「%」から始まる名前を持っ
　

てい

る。「'○日○' => 'h'」はキー
　

（添字）と値という

関係を持ち，読み込み順も要素順も一切考慮さ

れない（まさに無秩序に）。「=>」は「,」を用い

て，; までをすべて1行で書くこともできるのだが，

キー
　

と値の関係を見やすくするためにこのよう

な書き方が好まれる（先月号のコラム“There's

More ThanOne Way To Do It!”を思い出して）。

連想配列の各々の値の呼び出しは「$〈連想配

列名〉{〈キー
　

〉}」で，$youbi{'○月○'} は「i」を

$youbi{'○土○'} は「n」を返す。

連想配列を使っ
　

て半角カナを全角カタカナに

変換するスクリプトをCD-ROMに添付したので

参照していただきたい。

Perlによっ
　

てすでに予約された変数というのが

存在している。前記のスクリプトの例でいえば

$ARGV がそれにあたる。$ARGV は現在処理中

のカレントパス名を保持している特殊変数だ。

Perlで最も頻繁に登場する特殊変数といえば

「$_」だろう。カレント処理行を保持しているの

だが，明示的に使われることはあまりない。た

とえば，ただ単に「print;」と書けば「print STD-

OUT $_;」を意味し，標準出力ウインドウにカ

レント行をprintする。「s/xx/yy/;」と書いた場合

も，カレント処理行（ $_）が対象であり「$_

=̃ s/xx/yy/;」を意味している。

特殊変数は便利な（そしてなくてはならない）

存在だが，ユー
　

ザー
　

が不意に変更を加えてしま

う可能性もある。もし，そのような心配があるなら

「#!/usr/local/bin/perl -w」などと-wオプショ
　

ンを

付けることで，予約語との衝突や誤っ
　

た使い方

をしている場合に警告を発するようになる。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

@maru_suji = ('p', 'q', 'w', 'e', a

'r', 't', 'y', 'u', 'i', 'o');

s/●(¥d)●/ a

<¥$f¥"GthinHround¥"> a

$maru_suji[$1]<¥$f¥$>/g;

注）スクリプト内のa印は，改行せずに下の行が続くとい
うマークです。

配列は「@」から始まる名前を持つ。この場

合@maru_suji は「'p', 'q', 'w', 'e', 'r', 't', 'y', 'u', 'i',

'o'」の10個の要素を持っ
　

ている。右辺値が「,」

で区切られた裸の値なら，演算子の優先順位か

ら全体を「( )」で囲う必要がある。

配列の各々の要素の呼び出すためには，

「$〈配列名〉[〈添字〉]」で，添字は0から始ま

る整数で指定する。右辺値の最も左から0番…1

番…2番…となる。$maru_suji[0] は「p」を返

し，$maru_suji[5] は「t」を返す。配列の最後

の添字には$#〈配列名〉というスカラ変数を使

用でき，$maru_suji[$#maru_suji]とすれば「o」を

返す。配列の要素数が不定の場合などに便利だ。

配列が便利だと言っ
　

ても，欲しい情報が常に

整数順に並んでいるとは限らない（世界は無秩

序で順序よくナンバー
　

リングできほど単純じゃ
　

ないことの方が圧倒的に多いはず）。ビブロス

フォ
　

ントの例を挙げるなら，PifontWk1の「日

～土」をタグ処理するためには，'○日○' が 'h'

と関連づけられなければならない。添字に「○

日○」が使えれば問題は一挙に解決する。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

%youbi = (

'○日○' => 'h',

'○月○' => 'i',

'○火○' => 'j',

'○水○' => 'k',

'○木○' => 'l',

'○金○' => 'm',

'○土○' => 'n');

変数名の付け方には簡単な法則がある。そ

れぞれの記号の次の2文字目はアルファ
　

ベッ
　

ト

か「_」が使えるが「_」を使っ
　

た場合，3文字

目が必要になる。3文字目以降は任意の長さで

アルファ
　

ベッ
　

トと「_」と数字を使っ
　

て命名できる。

アルファ
　

ベッ
　

トの大文字と小文字は区別さ

れ，全く別のネー
　

ムスペー
　

スを持ち，違う変

数として認識される。$countと$COUNTと

$Countはそれぞれ違う値を持っ
　

た別々の変数

である。しかし，できるというだけで，実際

に大文字と小文字で変数を区別するなんてこ

とはまずしないだろう。むしろ，陥りやすい

ミスとしての注意が必要だ。

変数名の長さには制限はないが，できるだ

け簡潔に，かつ分かり易い名前が良い。後々

のメンテナンスを考えれば言うまでもないだ

ろう。個人的には8文字～10文字程度の具体

的な名前と，もし同様な扱いをしたいグルー
　

プがあるなら「 _」で区切っ
　

てグルー
　

プ名か

追番をつけるようにしている。まあこれはあ

くまで趣味の問題なので…。

ちなみに，リストやハッ
　

シュ
　

の各要素を呼

び出す場合，$〈変数名〉に〈添字〉のように

「$」を付けるわけだが，呼び出された値その

ものはスカラなので「$」が頭に付くというこ

とを忘れてはならない。

Perl
local(〈変数〉)関数を使っ

　

てロー
　

カル変数定

義をしないかぎり，ほとんどの変数はグロー
　

バル変数である。つまり，一度定義すればス

クリプトのどこからでも参照できるようにな

る。これはPerlにとっ
　

て美徳だが，人間を必

要以上に無精にしてしまう欠点を持っ
　

ている。

あちこちで参照したり，変更したりしている

うちに，思わぬ落とし穴が待っ
　

ているかもし

れない。変数に変な（予想外の）数が入って

しまったら，シャレにならない。

Perlで使われる変数は改まっ
　

た型宣言や初

期化をする必要はない。どこでもいきなり使

うことができ，初期値には未定義値がセッ
　

ト

されている。しかしこれも「全体の見通し」と

いう意味で言えば，ちょっ
　

と考えものかもし

れない。短いスクリプトならそれでも構わな

いのだが，長いスクリプトを組むような場合

ではスクリプトの最初で初期化をし，コメン

トを付けることをオススメしたい。見通しが

格段によくなることは請け合いだ。

変数種を�
区別する�

か�

1文字以上の�
アルファベット�

任意の数の�
アルファベット�
数字�
_（アンダーバー）�
�
が使用できる�

 _
（アンダーバー）�
この場合次の文字が必要�

$
@
%
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算を例にして，CD-ROMに添付した。

〈条件式〉が偽の時だけ処理を行いたいことが

あるかもしれない。「if (!〈条件式〉) {ブロッ
　

ク}」

のように条件に否定演算子「!」を付けて書いて

もいいのだが，「unless (〈条件式〉) {ブロッ
　

ク}」

の方がスマー
　

トだと言える。なぜなら，やりた

いことはいつも“真”である確率が高いからだ。

while
　

until
　

1

物事を繰り返すことを人間は最も不得手とし

ている。そして，コンピュー
　

タが最も得意とす

る分野がこの繰り返し処理だ。perl は様々な繰

り返し方を知っている。

while(〈条件式〉) {

〈条件式〉が真である間このブロッ
　

クを

繰り返す

}

これまで何度も出てきた「while(<>) {ブロッ
　

ク}」は処理ファ
　

イルを読み込む常套句であるが，

これを省略なしに書くと「while($_ = <ARGV>)

{ブロッ
　

ク}」と書くことが出来る。「<ARGV>」

はカレントファ
　

イルが開かれた状態の特殊なファ
　

イルハンドルで，「<>」と省略しても構わない。

そこから$_（カレント処理行）へ1行づつ代入

しているのだ。そしていうまでもなく$_ も省略

可能であることから「(<>)」はカレントファ
　

イ

ルから1行ずつ読み込むという動作をする。

もし読み込みファ
　

イルの中に空行があっ
　

たら

どうなるだろうか？　空行はなにもないから空

文字列（偽）が返っ
　

てルー
　

プを抜けてしまうの

だろうか？　実際にはそうならない。なぜなら，

空行には改行文字「¥n」が残っ
　

ており，（れっ
　

き

とした）“真”が返るからだ。

untilルー
　

プはちょ
　

うどif文に対してのunless

文と同様に条件が“偽”のときにブロッ
　

ク内を

ルー
　

プする。

for
　

2

forルー
　

プはwhileルー
　

プと似た動きをするの

だが，ちょっ
　

と外見が違う。簡単なテストをし

てみよう。

for ($i = 0; $i < 10; $i++) {

print "$i ¥n";

}

print "ルー
　

プ終了¥n";

forに続く条件式は「;」で3つに区切られてい

る。1番目の式（$i = 0）は初期条件の設定し，

2番目の式（$i < 10）で条件が評価される。も

し“真”であればブロッ
　

ク内（print "$i ¥n";）が

実行される。ブロッ
　

ク内を実行し終わっ
　

てルー
　

プの先頭に戻っ
　

た時，3番目の式（$i++）で初期

条件が更新されて，また2番目の式に当てはめて

再評価される。“真”であればブロッ
　

クが実行さ

れ，“偽”であればルー
　

プを抜けられる。

最初にforルー
　

プはwhileルー
　

プと似た動きを

すると書いたが，実際にwhileルー
　

プで書くと以

下のようになるだろう。

$i = 0;

while ($i < 10) {

print "$i ¥n";

} continue {$i++}#$iをインクリメント

print "ルー
　

プ終了¥n";

foreach
　

3

foreachルー
　

プは配列の各要素を拾いながら実

行ブロッ
　

ク内をルー
　

プし，すべての要素が終わ

るまでひとつづつスカラー
　

変数に代入していく。

foreach〈変数〉(〈配列〉) {ブロッ
　

ク}

「制御構造」などと難しい漢字を使っ
　

て書い

てみたが，要はプログラムにいろいろな条件を

与えて，ちょっ
　

と賢い動きをさせる仕組みだと

思っ
　

ていただければよい。

もし「初めて上京してきた両親に池袋で降り

てそこから電話を掛けて欲しい」というシチュ
　

エー
　

ショ
　

ンをPerlで書くとしたら，CD-ROMに

添付されている「池袋で電話をかけて！」とい

うようになる（もちろん，これで本当に電話が

掛けられるといういうものではないのだが(^^;）。

制御構造を簡単に書くと「〈制御種類〉(〈条件

式〉){〈実行ブロッ
　

ク〉}」というカタチになる。制

御種類の差こそあれ，条件が“真”の時，実行

ブロッ
　

クが実行されることには変わりはない。

ここで，Perlにとっ
　

て何が“真（True）”でな

にか“偽（False）”なのかをはっ
　

きりなければ

ならない。

答えは簡単。コンテキストが「" "（空文字列）」

か「' '（文字列）」か「0（数値）」か「未定義値」

を返せば，これらは“偽”である。そして，こ

れら以外はすべて“真”なのだ。さらにPerlで

はほとんどすべてのものを真偽値を得るために

評価できる。

if unless

if文の構文は以下のとおり。

if (〈条件式1〉) {

〈条件式1〉が真の時このブロッ
　

クを実行

} elsif (〈条件式2〉) {

〈条件式2〉が真の時このブロッ
　

クを実行

} elsif (〈条件式3〉) {

〈条件式3〉が真の時このブロッ
　

クを実行

} else {

〈条件式1～3〉がすべて偽だっ
　

た時

このブロッ
　

クを実行

}

elsif節とelse節は無くてもかまわないのだが，

最初の〈条件式1〉以外の処理をさせたい時，便

利な書き方だ。必要であれば，elsif節はこのよ

うにいくつも設定できる。

逆に，単純なことだけをやりたいときは「〈や

りたいこと〉if〈条件〉;」と書くこともできる。

サンプルスクリプトとして「mm-Q-point」換
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この時の変数はforeachルー
　

プの中だけのロー
　

カル変数で，省略すると「$_」が使われる。

前出の「池袋で電話をかけて！」がforeach

ルー
　

プの簡単なサンプルになっ
　

ているので，参

照していただきたい。

　

人間だっ
　

て物事の途中で気が変わることはた

びたびあるものだ。制御構造の実行ブロッ
　

ク内

で，制御の流れを自在にコントロー
　

ルすること

ができれば，プログラムに余計なことをさせる

必要もなくなり，デバッ
　

グも格段にラクになる。

これは，last文・next文・redo文の簡単なテ

ストだが，それぞれの振る舞いがよくわかるよ

うに，入力された文字列がそれぞれのコマンド

を含んでいたらそのコマンドを実行するように

し，さらに，ルー
　

プの入り口と出口で評価対象

のスカラー
　

値（$i）を表示するようにした。

for($i = 0;$i<10;$i++) {

print "▼Loop Start! ¥$i = $i, a

¥$_ = $_¥n";

$_ = <STDIN>;#キー
　

ボー
　

ドからの入力

last if /last/;#'last'と入力されたら

print "through of last... ¥n";

next if /next/;#'next'と入力されたら

print "through of next... ¥n";

redo if /redo/;#'redo'と入力されたら

print "through of redo... ¥n";

}

print "▲Loop End! ¥$i = $i, a

¥$_ = $_";

last文は強制的に実行ブロッ
　

クを抜け，ルー
　

プ

の外に処理を移す。next文はブロッ
　

ク内の残り

の処理をとばしてもう一度条件式を評価し，ブ

ロッ
　

ク内に入るべきかどうかを判断する。redo

文は条件式を評価することなくもう一度ブロッ
　

クの最初から実行しなおしているのがお分かり

いただけると思う。

Note;

さて，変数と制御構造について急ぎ足で紹介

してきたが，さすがにこの連載もおちゃ
　

らけだ

けでは済まなくなっ
　

てきてしまっ
　

た（笑）。

こんなことが何の役に立つのか不安になっ
　

て

きた読者もいるかもしれない。もちろん，スク

リプトを設計できるようになるのがベストなん

だが，他人によっ
　

て書かれたものを読み解くた

めには，こういう知識は不可欠なのだ。これら

の約束事をマスター
　

すれば，（世界中の）膨大な

Perlスクリプトを自分の目的に合わせてカスタ

マイズすることができるようになる。そして幸

運なことに，やりたいことのほとんどは既に誰

かの手によっ
　

て書かれており，ちょっ
　

と手直し

してやれば，目的はより速く達成するだろう。

ファ
　

イルハンドルとはPerlの内

部でデー
　

タの入出力を制御する部

分である。入出力と一言で言っ
　

て

も，種類はさまざまで，「STDIN」

「STDOUT」「STDERR」などの

Perl標準定義の入出力（すべてウィ
　

ンドウ上）から，ファ
　

イル操作，プ

リンタなどのデバイス，ネッ
　

ト

ワー
　

クに対するソケッ
　

トなどユー
　

ザー
　

が定義する入出力操作を行う

ためにファ
　

イルハンドルが存在

する。

すべてのファ
　

イルハンドルの説

明を限られた紙面ですることはで

きないので，もっ
　

ともよく使われ

るファ
　

イルへのアクセスについて

説明することにしよう。

先月号で紹介したDOSファ
　

イ

ルのLFコー
　

ドを取るスクリプト

を「-pi.bak」オプショ
　

ンを使わ

ないで，ファ
　

イルハンドルを使っ
　

て書き直してみよう。全く同じで

はつまらないので，今度はオリジ

ナルファ
　

イルのファ
　

イル名はその

ままで，処理後のファ
　

イルに「.new」

という拡張子を付けるようする。

#!/usr/local/bin/perl

while(<>){

open(OUTPUT, a

">$ARGV.new") a

unless -e "$ARGV.new";

s/^¥r//;

print OUTPUT;#出力

}

close OUTPUT;

標準の「STDIN」から入力す

るためには，「$_ = <STDIN>;」

などと書けばよいのだが，ファ
　

イ

ル出力用のユー
　

ザー
　

定義のファ
　

イ

ルハンドルを開くためには，

「open(〈ファ
　

イルハンドル名〉,

">〈フルパス名〉");」としなけれ

ばならない。これで出力ファ
　

イル

とPerlのファ
　

イルハンドルが結

びつけられたわけである。フルパ

ス名（この場合はカレントファ
　

イ

ルを保持している特殊変数

$ARGV に“.new”を付けてい

る）の前に「>」を付けることで

このファ
　

イルハンドルが出力用に

オー
　

プンされていることを示して

いる。もし，すでにあるファ
　

イル

に追加して書き込みたい場合には

「>>」とすればよい。

「unless -e "$ARGV.new"」は

ボリュー
　

ムがロッ
　

クされていた

り，同名のファ
　

イル名や長すぎる

ファ
　

イル名になっ
　

てしまうような

時にそのファ
　

イルの処理を飛ばす

ようになっ
　

ている。常にファ
　

イル

の書き込みが許可されているとは

限らないのだ。

実際にファ
　

イルに書き込む場合

も，「print OUTPUT;」のように

ファ
　

イルハンドルOUTPUT に対

して書き込んでいる。

一番最後に「close OUTPUT;」

としているのは開いたファ
　

イルハ

ンドルを明示的にクロー
　

ズしてい

る。スクリプトが終了するか，再

びopen関数が呼び出されると現

在開いているファ
　

イルハンドル

は，暗黙の内にクロー
　

ズされる

が，行番号を保持している特殊変

数$. がリセッ
　

トされない。「開け

たドアはちゃ
　

んと閉めなさい」と

いうお母さんの小言を思い出して

しまう（笑）。

MacPerlでは普通「while(<>)」

と書けば，ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プさ

れたファ
　

イルを読み込む仕組みな

ので，特に必要は感じないのだ

が，特定のファ
　

イルを参照したい場

合などは以下のようにすればよい。

open(〈ファ
　

イルハンドル名〉,a

"〈フルパス名〉") || die a

"Can't open : $!¥n";

〈フルパス名〉をファ
　

イル名だけ

にすると，スクリプトの置かれた

階層だけに限定される。開かれた

ファ
　

イルハンドルから1行づつ読

み込むためには「while (<〈ファ
　

イルハンドル名〉>) {ブロッ
　

ク}」

とすればよい。

「|| die "Can't open : $!¥n"」は

読み込みファ
　

イルのオー
　

プンに失

敗したらスクリプトをdie関数で

中断させるという意味だ。「$!」

はシステムエラー
　

の内容を保持す

る特殊変数で，die 以降はすべて

標準エラー
　

出力である STDERR

（ウインドウ上）に出力される。

これは余談だが，ユー
　

ザー
　

定義

のファ
　

イルハンドル名には大文字

を使うことをオススメしたい。予

約語と衝突することもないし，な

んだがいかにもファ
　

イルハンド

ルっ
　

ぽいからなんだが。
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Perlが便利だという理由のひとつに，関数が

豊富であることが挙げられる。実際，日常的な

処理の多くは関数を使えばカンタンに実現する

ことが多い。今回は，配列関数の説明を中心に，

そのエッ
　

センスを感じてほしい。

あぁ
　

，しびれるほど便利！

1

配列それ自体は入れ物にすぎないが，関数を

使えば，配列を自由に操作することができる。実

DTP

Perl

All I want is Easy Action!!

は配列は，関数を使うことで，初めてその真価

を発揮するんである。

まず，スカラー
　

から配列を生成してみよう。怠

け者のPerlにとっ
　

て，配列は記述し代入するも

のじゃ
　

なく，生成するものだっ
　

たりする。目か

らウロコが…。
　

split関数は区切り文字（デリミタ，省略する

と空白文字）によっ
　

てスカラー
　

を分割し，配列

を生成する。区切り文字は「/ /」で囲まれてい

ることでもわかるとおり，正規表現も使えるし，

複数の文字列もOKだ。スカラーを省略すると，

ご存じ「$_」（カレント処理行）が適用される。制限

を付ければ生成される配列の個数を決められる。

たとえば，確実に連想配列を生成するためには，

$str = 'Japan Keizo Obuchi';

($country,$name)=split(//,$str,2);

$president{$country}= $name;

print "$president{$country}¥n";

としたりする。この場合，ひとつ目のスペー
　

スだけで分割され，配列は2つしか作られない。

ひとつめのスペー
　

ス以降は，すべて2つめの配列

要素に含まれてしまう。

離れたりくっ
　

ついたりするのは，芸能界ばか

りじゃ
　

ない。split関数でスカラを分離したかと

0

@new_array = splice(@proverb, 1, 2, @hold);

just

1

another

2

perl

0

about

1

you

2

are 

3

hacker

just

another perl

hacker

▼@hold

▼@proverb
0

just

1

about

2

you

0

another

1

perl

3

are

4

hacker

▼@new_array（spliceの返値）�

▼@proverb（処理後の配列）�

spliceの返値�

要素順の変更�

処
理
前�

処
理
後�

処
理
中�

思えば，配列の各要素をくっ
　

つける関数だっ
　

て

Perlにはちゃ
　

んと用意されている。

まあ，単純に配列の各要素をデリミタでつな

いで文字列として返すだけなんだが，これは例

を見てもらうほうが理解が速い。

$str = 'A☆B☆C☆D☆E☆F';

@array = split(/☆/, $str);

$str = join('●', @array);

print "$str";

明示的に「$str」に代入するまでもなく，単に

結果を printするだけなら「print join('● ',

@array);」でもいい。$strは，まずsplit関数に

よっ
　

て@arrayを生成する。このときデリミタは

「☆」になっ
　

ているから，@arrayは「('A', 'B', 'C',

'D', 'E', 'F')」になっ
　

ている。これをjoin関数を

使っ
　

てひと続きの文字列にする。このときのデ

リミタは「●」なので，配列の各要素の間に「●」

が挟まれているということだ。

基礎的な説明だけではつまらないという読者の

ために，MACLIFE CD-ROMに「表入力_縦方

向にする」を添付した。タブ区切りでヨコ方向に入

力されている表組み用テキストを，そのコラムごと

に縦方向に置き換えるものだ。これを使えば，面

倒で退屈なコピー
　

＆ペー
　

ストから解放されるはず。
複雑な処理をカンタンに実現し
てくれる関数。この豊富な関数
群がなかっ

　

たら，きっとPerlの
魅力は半減してしまうだろう。
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「$tokage[0] = '有能な先生';」なら低コストで

同じことができるが，この場合，shift関数とい

う政治手段が必要なのだから仕方がない。さら

にunshift関数という政治手段で，有能な先生を

迎え入れることに成功した。

次に着手すべきは組織改革だろう。ろくに仕

事ができない秘書1と秘書2はSplice関数で外へ

追いやって，第1秘書には自分がなるべきである

と秘書4は考えた。

@tokage = ('有能な先生', '秘書1', a

'秘書2', '秘書3', '秘書4');

$shippo = pop(@tokage);

@kaiko = splice(@tokage, 1, 2, a

$shippo);

print join('と', @kaiko), a

"はさようなら…¥n";

print join('と', @tokage);

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

秘書1と秘書2はさようなら…

有能な先生と秘書4と秘書3

ちょっ
　

と寓話が長すぎて，DTPとのなんの関

係もなくなっ
　

てしまっ
　

た（笑）。しかし秘書4も

これでしばらく安泰なんだろう。

splice関数の実際の動作は，左ページの図を参

照していただきたい。

splice関数は引数をたくさん取るので，ちょっ
　

と見た目も悪く，敬遠されがちなのだが，配列の

構造さえわかっ
　

ていれば万能なんである（CD-R

OMにサンプルを添付）。
　

3

物事がきちんと整列していることは，人間に

とっ
　

てとても都合がよい。

ちょっ
　

と想像してほしい。広辞苑や電話帳が

50音順でなかっ
　

たとしたら，TVの番組欄が時間

順でなかっ
　

たとしたら，本の索引がアルファ
　

ベッ
　

ト順でなかっ
　

たとしたら，目次がノンブル順で

なかっ
　

たとしたら……
　

？　

まさにわたしたちは，整理されナンバ
　

リングされ

たインデッ
　

クスを手がかりに世界を理解している

といっ
　

ても過言ではない。

@array = ('かん', 'わたなべ', a

'なかじま', 'いちかわ');

@array_sort = sort(@array);

print join("¥n", @array_sort);

sort関数は指定された配列を昇順に並び替え

た配列を返す。この場合，配列の各要素は文字

コー
　

ド順で並び替えられるため，結果的に仮名

文字列はほ
・

ぼ
・

50音順になる。

文字コー
　

ド順で並び替えられるということは，

数字を数字として認識しないということにほか

ならない。ナンバ
　

リングされたファ
　

イル名がフォ
　

ルダのリスト表示で破綻をきたすのと同じだ。し

かしPerlには，数字の大小で並び替える方法も

ちゃ
　

んと用意してあるので，ご心配なく。

@array = (2,-9, 10, 0, 152, -256);

@array_sort = sort({$a <=> $b} @array);

print join("¥n", @array_sort);

{$a <=> $b}は特殊なサブルー
　

チンの一種で，

数値の大小を比較している。数値を降順に並び

替える必要があるなら「sort({$b <=> $a}

@array);」というように，「$a」と「$b」を入

れ替えればよい。

「$a」と「$b」はブロッ
　

ク内（ロー
　

カル）の

特殊変数なので変数名を変更してはならない。

ここでひとつ疑問が浮かんできた。文字列を

降順にするためにはどうすればいいのだろうか。

方法は2つある。ひとつはやはりこの特殊なサブ

ルー
　

チンを応用して使う方法で，「sort({$b cmp

$a} @array);」という方法（cmpは文字列同士

を比較する演算子）。もうひとつは，reverse関

数を使う方法だ。

@array = ('かん', 'わたなべ', a

'なかじま', 'いちかわ');

@array_sort = reverse sort(@array);

print join("¥n", @array_sort);

reverse関数は配列の要素順を逆転させる一種

の並び替えといっ
　

てよい。

この場合，いったん昇順にソー
　

トしたのち，そ

の配列順を逆転しているから，結果的に降順に

ソー
　

トしていることになる。

ソー
　

トについてはそれ単体で価値のある関数

なので，これだけで有用なアプリケー
　

ショ
　

ンが

できてしまう。CD-ROMに「Sort.pl」を添付し

た。任意のデリミタで区切られたフィー
　

ルドで，

文字コー
　

ド順・数値順・いろは順・長さ順の昇

順と降順ができるようにした。

　 　

2

政治家がおイタをしでかした時，決まっ
　

て秘

書のクビを切っ
　

て身の潔白を証明するという常

套手段がある。こんな便利な方法をPerlが放っ
　

ておくはずがないではないか？

@tokage = ('センセイ','家族','秘書');

$shippo = pop(@tokage);

print "$shippoがやっ
　

たことで¥n",

join('と', @tokage), "は知らなかっ
　

a

たんですぅ
　

";

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

秘書がやったことで

センセイと家族は知らなかったんですぅ

注）スクリプト内のa印は，改行せずに下の行が続くとい
うマークです。

まさにトカゲの尻尾切りとはこのことだろう。

pop関数は，配列の最後の要素を取り出して，配

列全体のサイズをひとつ小さくする。身軽にな

れたトカゲはうまく逃げ切れたのだろうか？　

いやいや，このセンセイひとりじゃ
　

何も出来

ないんで，仕方なく新しい秘書を雇うことになっ
　

た。

しかし，いつまた不正がばれてもすぐに代わり身

が利くように配列（@tokage）の一番うしろに順

序づける必要がある。

@tokage=('センセイ','秘書1','秘書2');

push(@tokage, '秘書3', '秘書4');

print join('と', @tokage);

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

センセイと秘書1と秘書2と秘書3と秘書4

こうして，新人の秘書3，秘書4はpush 関数

で@tokage配列のしっぽとなった。最後に雇わ

れた秘書4にとっては，いつ自分が濡れ衣を着せ

られてしっぽ切りにあうか，わかったものでは

ない。けれど，秘書4は非常に有能で，Perlに詳し

いのであっ
　

た。そしてクー
　

デター
　

は実行された。

@tokage = ('センセイ', '秘書1', a

'秘書2', '秘書3', '秘書4');

$atama = shift(@tokage);

unshift(@tokage, '有能な先生');

print "$atama さようなら…¥n";

print join('と', @tokage);

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

センセイ さようなら…

有能な先生と秘書1と秘書2と秘書3と秘書4
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70
　

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

chomp if length($_) >= 70;

ワー
　

プロなどできれいにインデントされてい

る（ご親切に改行で揃えられている）原稿も，こ

れで各行がつながっ
　

てくれる。電子Mailや通信

のログもこうして変換すれば，再利用が手軽に

なるというものだ。

length関数は引数のバイト数を返す。文字数

でないことに注意してほしい。

($sec,$min,$hour,$mday,$mon,a

$year, $wday) = localtime(time);

$month = a

('睦月','如月','弥生','卯月','皐月', a

'水無月', '文月', '葉月', '長月', a

'神無月', '霜月', '師走')[$mon];

$week = ('日', '月', '火', '水', a

'木', '金', '土')[$wday];

$year = $year + 1900;

#2000年には100が返るから大丈夫

print "$year年 $month $mday日 a

($week曜日) $hour時 $min分 a

$sec秒¥n";

ちょっ
　

と見にくくて申しわけない。localtime

（time）は現在の時刻の9つの要素（ちなみに上

記以外に元旦からの通算日と夏時間の判定）を

返す。値はすべて数字で，$monは（添字参照を

考慮して）0～11になっ
　

ているので，注意が必

要になる（実際の月と合わせるためには，+1す

ればよい）。

またPerlの標準ライブラリには，localtime関

数と逆の働きをするtimelocal.plが含まれている。

4 10 004 010

foreach $i (1 .. 10) {

$n = sprintf("%0.3d¥n", $i);

print "$n";}

sprintfは「sprintf("〈フォー
　

マッ
　

ト〉", 〈引

数〉)」という形で，引数をフォー
　

マッ
　

トした値

で返す。この要領でさまざまなフォー
　

マッ
　

ト変

換を可能にしている。「printf」と書けば，ファ
　

イルハンドルに直接プリントできる。ちなみに

「1 .. 10」という書き方は，範囲演算子「..」を

使って1から10までの配列を意味している。

foreach $n (0 .. 255){

printf "%.2X : %c¥n", $n, $n;}

なんと，たっ
　

たこれだけで1バイトのコー
　

ド表

になっ
　

てしまう。

$str_1 = 'せうぞー
　

';

$str_2 = 'print $str_1';

eval $str_2;

この意味がなんだかよくわからない人は，CD-

ROMに添付した「One Liner」を参照していた

だきたい。入力した文字列がそのまま式として

評価されることで，複数のファ
　

イルに対して，い

ちいちスクリプトを書くことなく，その式が適

用されるという仕組みだ。いわゆるコマンドラ

インからのワンライナー
　

に近い動きをする。

任意の値を再評価できるeval は，想像以上に

可能性を持っ
　

ているかもしれない。

関数の動きがだいたい理解できたところで，こ

こはひとつ便利そうな関数について「つまみぐ

い」をすることにしよう。

Perlを使うためにPerlのすべてを知る必要は

ない。おいしいところを「つまみぐい」するだ

けで，Perlは充分おいしいんである。

STDIN

chop($ans = <STDIN>);

chop関数は最後の文字を取り除くのに使われ

る。ユー
　

ザー
　

からの入力（STDIN）は通常，改

行文字（¥n）を含んでいて，それを削除するた

め多用されるテクニッ
　

クである。これを，もし

配列コンテキストで使えばどうなるだろうか？

@array = ('あいう','abc','0123');

chop (@array);

print"@array";

なんと，各要素から最後の文字が削除されて

しまっ
　

た。

Perl5から，最後の文字列が「¥n」であるときだ

け，これを削除してくれる「chomp」という関数が

導入された。chomp関数を使えば，最後の文字が

改行かどうかということを気にする必要がなくなる。

また，標準入力から最初の1バイトだけを読み

込めばよいような場合であれば，getc関数も便

利かもしれない。

$str = 'MACLIFE';

chomp($atr);#削除されない

print "$strはよい雑誌か？　[y/n]¥n";

$ans = getc;

print "$ans¥n";



プログラム中で，同じルー
　

チン

を何度も繰り返し使いたい場面が

あるかもしれない。しかし，何度

も同じことを書くのは苦痛だし，

見た目も悪い。第一，Perlの流

儀に反している。

そこでPerlでは，そのような

ひとまとまりのブロッ
　

クをモ

ジュー
　

ル化して，プログラム中の

どこからでも呼び出すことが可能

になっ
　

ており，それをサブルー
　

チ

ンと呼んでいる。

$num = 1234567890;

$ans=&commas($num);

print "$ans¥n";

sub commas {

local($_) = @_;

1 while a

s/(.*¥d)(¥d{3})/$1,$2/;

$_;

}

これは，整数の位どりにコンマ

を入れるサブルー
　

チンである。サ

ブルー
　

チン自体はどこの場所に書

かれていてもよい。

呼び出す時は，どこからで

も，&commas($num)という具合

に「&〈サブルー
　

チン名〉(引数)」

とすることで呼び出され，その結

果を返す。

サブルー
　

チンに渡された引数は

@_という特殊な配列にセッ
　

トさ

れている。それをロー
　

カルのカレ

ント参照行（$_）として定義し

ているのが，local($_) = @_;に

あたる。

1 while というのは，置き換え

が成功するかぎり繰り返し実行す

る常套句で，この正規表現にヒッ
　

トするかぎり置換が行なわれる。

サブルー
　

チンの返値は最後の式

を評価した値になり，この場合は

明示的に$_ を返している。

あるいは，これ以外にも，入力

行に複数の処理を一度に行いたい

ときなども有効だ。たとえば1桁

の数字だけを全角に置換したいと

きなどは，こうすればよい。

while(<>) {

tr/0-9/０-９/;

s/[０-９]{2,}/a

&han($&)/eg;

print;

}

sub han {

local($_) = @_;

tr/０-９/0-9/;

$_;

}

ここで注目したいのは，s演算

子のオプショ
　

ンに「e」がついて

いることだ。このようにeオプ

ショ
　

ンは，置換された文字列を式

として評価することで，サブルー
　

チンを呼び出しているんである。

サブルー
　

チンを使っ
　

たいくつか

のスクリプトをCD-ROMに添付

した。第1回目の連載で紹介した

「マルチファ
　

イル検索」のスクリ

プトでは，直接的にテキストファ
　

イルしか受け付けなかっ
　

たが，

フォ
　

ルダをドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プす

ることで，フォ
　

ルダ内を再帰的に

（そのフォ
　

ルダのなかに含まれる

すべての階層のテキストファ
　

イル

を）検索させるようにした。

いかにもMacPerlっ
　

ぽいgrep

になっ
　

たと思う。

もうひとつは用語統一などのた

めに以前作っ
　

たもので，一括です

べてを置換してしまうのではな

く，（文脈的に）人間が判断すべ

き部分を表示して，どう置換すべ

きかの指示が与えられるというサ

ブルー
　

チンである。

実際の運用には，編集部なり著

者などの好みに対応したテー
　

ブル

を作る必要があるのだが，人間の

査読と違っ
　

て漏れがないので，便

利ではないだろうか。

便利なサブルー
　

チンを作成する

と，それをいろいろなスクリプト

から使いたくなるのが人情だ。そ

して，（当然ながら）サブルー
　

チ

ンをいちいちコピー
　

＆ペー
　

ストす

るのがおっ
　

くうだというリクエス

トにも，Perlは応えてくれる。と

ことんラクしたいんである。

CD-ROMに添付されている

「MTSH.pl」をMacJPerlアプリ

ケー
　

ショ
　

ンと同じ階層にある「lib」

フォ
　

ルダに入れたら，以下のスク

リプトを実行してみてほしい。

require "MTSH.pl";

$cen = "1999";

$wa=&MTSH'conv($cen);

print "$wa¥n";

「平成11」と返っ
　

て来ただろう

か？　そう，これは，西暦を渡す

と和暦を返すサブルー
　

チンをライ

ブラリ化してしまっ
　

たのだ。

重要なのは1行目，特定のライ

ブラリを使用する場合は「require

"〈ライブラリ名〉";」の1行を最

初に入れておかなければならな

い。これでこのライブラリは，こ

のスクリプト中に書かれたも同然

に取り込まれ，どこからでも呼び

出すことが可能になる。

すでにデフォルトで，たくさん

の便利なライブラリがlibフォル

ダ内にバンドルされているので，

これらを使いこなすだけでも，た

いへん便利な機能をカンタンに実

現できるようになるんである。
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%week = (

'Mon.', '月', 'Tue.', '火',

'Wed.', '水', 'Thu.', '木',

'Fri.', '金', 'Sat.', '土',

'Sun.', '日');

@english = keys(%week);

@japanese = values(%week);

print "@english¥n@japanese";

ルー
　

プを使っ
　

てひとつひとつ取り出さなくて

も，このようにすればよい。順序よくソー
　

トし

たい場合は，「@english = sort keys(%week);」

とすればいいだろう。

@pets = ("たま","みけ","ラッ
　

シー
　

",a

"とら", "パトラッ
　

シュ
　

");

@meiken = grep (/[ァ
　

-ン]+/, @pets);

$count = grep (/[ァ
　

-ン]+/, @pets);

print "@meiken¥n計$count匹";

これも，配列をルー
　

プに入れなくても，この

ように簡単に取り出すことができる。さらにこ

のように，これら関数はスカラコンテキスト（左

辺値がスカラ）でその数値を返すことが多いこ

とも覚えておくと便利だ。

1964年9月12日生まれ，B型。
長年のオペレーター生活のため，ひどい腰痛に悩める毎
日。所沢周辺で腕のいい鍼灸師を募集中。
JAGAT（日本印刷技術協会）認定・DTPエキスパート。
http://www.asahi-net.or.jp/̃ym3s-ickw/showtime.html

information
鎌田幸雄氏を中心としてASUG（AppleScript User's
Group；アップル公認ユーザーグループ）が発足し，活
動を開始した。DTPユーザーも多く，メーリングリス
トも活発にやりとりされている。現在リッチなパトロン
を募集中。
詳しくは以下のURLから。
http://www.abc.ne.jp/̃ASUG/

MacJPerlがバージョンアップ（5.2.0r4-J1）され，細
かなバグがフィックスされた。CD-ROM MACLIFEに
収録。
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Perl
Perl

Perl
You Got Power!!

Macは洗練されたGUIを持つ。そんなことい

まさら言われなくたっ
　

てMacユー
　

ザー
　

なら誰で

も知っ
　

ていることだ。そして，MacPerlもしか

りなんである。

もともとUNIXで生まれたPerlは，Macに移植

される際，Macの持つすぐれたユー
　

ザー
　

インター
　

フェ
　

イスをうまく利用できるよう工夫・拡張さ

れた。Perlのコアも当然すばらしいものなのだ

が，MacPerlは，それをMacで使用するにふさ

わしい形で提供することに成功している，まっ
　

たくMacらしいアプリケー
　

ショ
　

ンといえるのだ。

ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プで処理ファ
　

イル（@ARGV）

を受け渡すドロッ
　

プレッ
　

ト形式や，Perlアプリ

ケー
　

ショ
　

ンがなくても動作するランタイム形式

も，いかにもMacらしい拡張だが，スクリプト

上で使われる，便利でエレガントなテクニッ
　

ク

のいくつかを紹介することにしよう。
　 　

まずは簡単なメッ
　

セー
　

ジを表示してみる。

$mess = &MacPerl'Answer(

"あなたの性別は？", 

"秘密", "男", "女");

print $mess;

MacPerl

図1のようなダイアログが表示されたのを確認

してほしい。このようにボタンは3つまで設定で

き，ソー
　

スコー
　

ドで右から0～2までを返す。こ

の場合，「秘密」ボタンを押せば「2」が返り，

「男」ボタンを押せば「1」が返り，「女」ボタン

を押せば「0」が返る。このようなユー
　

ザー
　

から

の入力によっ
　

て動作を分岐させられるようなイ

ンタラクティ
　

ブな設計が可能になる。

このメッ
　

セー
　

ジダイアログの応用として，ダ

ブルクリッ
　

クするとスクリプトの説明をするよ

うにしてみよう。

unless (@ARGV) {#ダブルクリッ
　

クされた

&MacPerl'Answer(<<'mess');

このスクリプトは毒にも薬にもなりません

ファ
　

イルをドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プしてください

(c)1999 いちかわせうぞー
　

mess

exit;#プログラムの終了

}

これは，@ARGVが空のとき「mess」という

任意の文字列が現われるまでをメッ
　

セー
　

ジダイ

アログとして表示している（図2）。この場合，

処理ファ
　

イルがないことを想定しているので，

exit関数でスクリプトを強制終了させている。

MacPerlにはMacならではの拡張が施
されている。MacPerlを使うなら，す
こぶる便利なこんなの機能を使わない
のはもったいないじゃない？

図1●ボタンダイアログ

図2●メッセージダイアログ

図5●テキスト入力ダ
イアログと処理結果

図3●リストダイアロ
グと処理結果

図4●書体名とPS名がハッシュ構造
になっている
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図5のように生年月日を入力すると，生まれた

日から何日たっ
　

ているかを計算してくれる。し

かし「今日まで一体なにをしてきたのだろう？」

と頭をかかえてしまわないように。
　 　

スクリプトからのファイルの選択やフォルダ

の選択，新規保存ファイルのパスの生成は目立

たない機能だが，独立したアプリケーションを

作成する際には必須の機能だといえる。

ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プではなく，スクリプト中

で明示的にファ
　

イルを選択したい時，ファ
　

イル

を選択する，こんなダイアログを使えばよい。

require "StandardFile.pl";

@types = ("TEXT","EPSF","TIFF");

$filename = a

&StandardFile'GetFile(@types);

print "$filename¥n";

これで図6のようなダイアログが開く。@types

で表示するファ
　

イルのファ
　

イルタイプを制限で

きるのだが，引数を省略すれば，すべてのファ
　

イルを表示するようにできる。

特定のフォルダ内を処理対象にしたい時や，処

理後のファイルの格納場所としてフォルダを指

定したい時，フォルダを選択できるダイアログ

を使う。

require "StandardFile.pl";

$foldername = a

&StandardFile'GetFolder

("フォ
　

ルダを選択してください");

print "$foldername¥n";

図7のように，フォ
　

ルダを選択するダイアログ

が開く。

処理結果をファ
　

イルに書き戻すとき，新規ファ
　

イルを保存するダイアログが開いて，任意の場

所に任意の名前で保存することもできる（図8）。

require "StandardFile.pl";

$newname = a

&StandardFile'GetNewFile

("どこに保存しますか？", "new.txt");

print "$newname¥n";

しかし，ここでファ
　

イルが生成されたわけで

はない。この時点では作られるべきファ
　

イルの

フルパス名が渡されただけで，実際には，ファ
　

イルハンドルを開いてファ
　

イルに書き込みが行

なわれなければならない。そこで初めてファ
　

イ

ルが生成されるということを覚えておこう。
　 　

Macでは書類を識別するために，そのファ
　

イ

ルの性質を表わすファ
　

イルタイプと，その書類

を作っ
　

たアプリケー
　

ショ
　

ンが持つ固有のファ
　

イ

ルクリエー
　

タが設定されている。YooEditの書類

なら，ファ
　

イルタイプが「TEXT」，ファ
　

イルク

リエー
　

タが「YoED」という英数字4文字ずつで

構成されている。

これらを自由に取得したり設定したりするこ

とで，アプリケー
　

ショ
　

ン固有の書類を（ファイ

ンダの見かけ上）作ることができる。

たとえば，ドラッ
　

グ＆ドロッ
　

プされたファ
　

イ

ルをすべてYooEdit書類にするためには，

&MacPerl'SetFileInfo( a

"YoED", "TEXT", @ARGV);

たくさんの選択肢からひとつをユー
　

ザー
　

に選

ばせたいなら，このリストダイアログが大変便

利だろう。

@variation = ("ストロベリー
　

", 

"ライム","ブルー
　

ベリー
　

", "タンジェ
　

リン", 

"グレー
　

プ");

$color = &MacPerl'Pick(

"何色imacにする？", @variation);

print "$color はいいよね";

図3のように，選ばれた文字列を返す。この応

用例として，MACLIFE CD-ROMに添付した

「04_Pick.2」を参照していただきたい。このス

クリプトはフォ
　

ント名を選択すると，フォ
　

ントのPS

名を返す（図4）。このように，ハッ
　

シュ
　

のキー
　

を選

択させて，その値を取り出すことも可能だ。

ユー
　

ザー
　

から入力されたテキストをパラメー
　

タとして取り込むという手法も，スクリプトを

汎用化させるのにとても便利な方法だろう。

require "timelocal.pl";

($year, $mon, $mday) = split(/¥./, 

&MacPerl'Ask(

"生年月日を入力してください", 

"1964.9.12"));

$time = int((time - &timelocal

(0,0,0,$mday, ($mon - 1), 

$year))/86400);

print "あなたが生まれてから¥na

$time日経ちました¥n";

注）スクリプト内のa印は，改行せずに下の行が続くとい
うマークです。

図6●ファイル選択ダイ
アログと処理結果

図7●フォルダ選択ダイアログと処理結果
図8●ファイル保存ダイ
アログと処理結果
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ショ
　

ンではない。Perlスクリプト中にAppleScript

をそのままの形で挿入することができるんであ

る。なんだか無性にうれしい（図9）。

&MacPerl'DoAppleScript(a

<<END_SCRIPT);

tell application "MacJPerl"

set ans to (display dialog a

"入力待ち" default answer a

"print 'Howdy world';" a

buttons {"キャ
　

ンセル", "書込のみ",a

"実行"} default button 3 a

with icon 1)

make new Window

copy (text returned of ans) to a

character 1 of front Window

if (button returned of ans) = a

"実行" then

Do Script (text returned of ans)

end if

end tell

END_SCRIPT

どこからがAppleScriptワー
　

ルドで，どこまで

がPerlワー
　

ルドなんだか混乱してしまうかもし

れない。というかこれではほとんどAppleScript

そのものだ。

&MacPerl'DoAppleScript から指定された引数

「END_SCRIPT」が出現するまでがAppleScript

として動作する仕組みになっ
　

ている（引数は任

意の文字列）。このコマンドに挟まれた部分は完

全にAppleScriptそのままだ。Perlスクリプト中

にAppleScriptを記述できる利点は，操作したい

対応アプリケー
　

ショ
　

ンとの間にAppleScriptの

アッ
　

プレッ
　

トを介さなくてよいということにほ

かならない。ちょ
　

うど，ファ
　

イルメー
　

カー
　

に

AppleScriptを埋め込むのと似ている。

AppleScript
PerlScript
では逆にAppleScriptにPerlスクリプトを埋め込

むことはできるのだろうか？ できるのだ（図10）。

set data_t to "123円の買い物をしてa

500円払っ
　

たら？"

set Perl_script to "

@data = split(/[^¥¥d]+/, $ARGV[0]);

$c = ($data[1] - $data[0]) . '円です';

&MacPerl'Reply($c);"

tell application "MacJPerl"

set kekka to Do Script a

{Perl_script, data_t}

display dialog data_t & a

return & kekka

end tell

AppleScript中にPerlスクリプトを記述する時，

気をつけなければならないことがある。Apple-

Scriptにとっ
　

て「¥」と「"」は特別な意味を持

つキャ
　

ラクタなので，「¥」を使っ
　

てエスケー
　

プ

してやることを忘れてはいけない。

そろそろタネ明かしの時間だ。これらのマジッ
　

クの秘密は2つある。ひとつは，AppleScript側

からPerlに命令を送ることのできる「Do Scriptコ

マンド」。もうひとつは，Perlスクリプト側から

AppleScript側へ値を渡す「&MacPerl'Reply(値);」

である。

Do Scriptコマンドは，大きく分けて2つの引

数をとる。1番目の引数がスクリプトそのものを

指定しており，上記の例ではAppleScript中に

PerlスクリプトをそのままAppleScriptの変数に

たっ
　

た1行で，便利なユー
　

ティ
　

リティ
　

として機

能してしまう。恐るべし，MacPerl。

この応用として，MACLIFE CD-ROMに添付

した「10_ドロップレットの雛形」を参照して

いただきたい。日常的な処理のなかで書き出す

ファ
　

イルのタイプとクリエー
　

タが，ドラッ
　

グ＆

ドロッ
　

プされたファ
　

イルと同じものになる仕様

であれば，より便利で自然なふるまいとなる。

AppleScript
異論はあると思うが，OpenDocは実に実によ

くできたテクノロジー
　

だっ
　

たと思う。最近注目

を浴び始めたAppleScriptも，実装当初はOpen-

Docのコンテナパー
　

ト間の通信をさせる仕組み

（Apple Event）の布石にほかならなかっ
　

た。

AppleScript対応アプリケー
　

ショ
　

ンとは，単に

ひとつのアプリケー
　

ショ
　

ンを外部から（スクリ

プト的に）操作できるだけではない。対応アプ

リケー
　

ショ
　

ンどうしはAppleScriptによっ
　

てデー
　

タの受け渡しをして，互いに不足する機能を補

完できる。誤解を恐れずに言うなら，「完全万能

型の大きなアプリケー
　

ショ
　

ンから小さなアプリ

ケー
　

ショ
　

ンによる協調作業」というOpenDocの

思想の一端は，脈々と息づいているんである。

そしてMacPerlも，いち早くAppleScriptに対

応したアプリケー
　

ショ
　

ンなのだ。たとえば，

Jedit2やQuarkXPressなどにはソー
　

トエンジン

は実装されていない。もちろん標準ではApple-

Script自身にもソー
　

ト関数はない。しかし，Jedit2

書類の選択範囲をAppleScript経由でMacPerlに

渡してソー
　

ト済みのデー
　

タに置き換えることは

可能なのだ。実際にCD-ROMに「Jedit sort」を

添付したので，この便利さを実感してほしい。

PerlScript
AppleScript
MacPerlは単なるAppleScript対応アプリケー

　

AppleScript�
対応アプリ�
ケーション群�

�

AppleScript�
対応アプリ�
ケーション群�

�

命令�

命令�

返値�

返値�

AppleScript�
によるデータの受渡し�

図9●PerlスクリプトからApple-
Scriptダイアログを呼び出す
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入れて，Do ScriptコマンドでPerlスクリプトを

直接MacPerlに送っ
　

ているが，この引数はPerl

スクリプトのフルパス名を渡せば，そのスクリ

プトを起動させてくれる。

Do Scriptコマンドの2番目以降の引数（リス

ト）はすべてPerl側では@ARGVに格納されて

おり，入力データとして利用できる。Perl側で

$ARGV[1]とすれば，Do Scriptコマンドの3番

目のリストの引数を参照する。

さらにDo Scriptコマンドのenvironmentオプ

ションを利用して，AppleScriptのリストをPerl

にユーザー定義の環境変数として渡すこともで

きる。詳しくは，MACLIFE CD-ROMに添付し

た「15_environment」を参照していただきたい。

Perl側での処理結果をAppleScriptに返す方法

としては「&MacPerl'Reply(値);」というコマン

ドが使用できる。この場合，返すことのできる

値はスカラー
　

だけなので，配列として受け取り

たい場合は「AppleScript's text item delimiters」

などを使用してリストに戻すテクニッ
　

クが必要

になる（右下のスクリプトを参照）。

「&MacPerl'Reply(値);」以外にも，「Do Scriptコ

マンド」に「mode Batch」オプションをつける

ことで，データを通常のSTDOUTへのprintでそ

のままAppleScriptに送ることもできる。

またPerl側でeval関数を使って，渡された文

字列（データ）をPerl式として評価することも

可能だ（図11）。

set str to "6 + 4"

set perl_script to "

$ans = eval($ARGV[0]);

print $ans;"

tell application "MacJPerl"

set ANS to Do Script a

{perl_script, str} mode Batch

display dialog str & " = " & ANS

end tell

先月もご紹介したように，eval関数は文字列

をPerl式として評価する。この関数がPerlにあ

るおかげで，AppleScriptとの連携は柔軟性が格

段に向上するのだ。

MacPerlが単なるAppleScript対応アプリケー

ションではないことがおわかりいただけたと思

う。MacPerlはAppleScriptと連携することによ

ってMac環境での最強のテキスト処理を実現し

てくれる。これらの方法を駆使すれば，その可

能性は想像の数だけ膨らむにちがいない。

もちろん，これらの機能はMacPerl独自のも

のであり，他のUNIXやWindows環境では動作

しない。そういった意味でPerlの純度は損なわ

れるかもしれないが，この便利さにはそれらの

欠点を補ってあまりあるものがある。Macはコ

マンドライン・インターフェイスではないのだ。

そう，Macにはエゴイスティックなまでにそう

断言させてしまうなにかがあるのかもしれない。

そしてMacPerlにも。

今月紹介させていただいたMacPerl拡張に関

する便利なテクニックは，MacPerlアプリケー

ションと同じ階層にある「MacPerl.Specifics」

に詳しく記述されている。今回それを翻訳して

「MacPerl.Specifics_J」というファイルをCD-

ROMに添付した。誌上での紹介に漏れた機能も

いくつかあるので参照していただきたい。

1964年9月12日生まれ，B型。
筋金入りの花粉症。外出時には完全武装を欠か
せない。JAGAT（日本印刷技術協会）認定・DTP
エキスパー

　

ト。
http://www.asahi-net.or.jp/̃ym3s-ickw/showtime.html

●ご注意●
今月号よりCD-ROMに添付のサンプルスクリ

プトはすべてMacJPerl5.2.0r4 J1に準拠しまし
た。MacJPerl5.2.0r4 J1はCD-ROMに収録され
ております。
MacJPerl5.2.0r4 J1からクリエータ等が変更

となっ
　

たため，MacJPerl5.2.0r4 J1で作成され
たドロッ

　

プレット形式・ランタイム形式・CGI
形式はMacJPerl5.2.0r4 J1がなければ開くこと
はできません（テキスト形式は大丈夫）。また，
単にクリエータを「MrPL」などしても旧バージ
ョンおよび英語版バー

　

ジョンではソースを見る
ことはできません。
どうしてもMacJPerl5.2.0r4 J1以外で作業し

たいかたもおられると思います。そういう場合
はResEdit等のリソー

　

スエディタでTEXTリソー
スの#128をコピー＆ペー

　

ストしていただければ
いいかと思います。
逆に，旧来のバージョンで作成されたものは

MacJPerl5.2.0r4 J1でそのまま編集できます。
お手数をおかけしますが，なにとぞご了承くだ
さい。

図11●mode Bachオプ
ションを使った例

####AppleScript側

set aList to {"３５９１１３１", "Ｉｃｈｉｋａｗａ", "せうぞー
　

", "（有）しんくす"}

set F_path to choose file with prompt "test.plを選択してください"

tell application "MacJPerl"

set aRetList to Do Script ({F_path} & aList)

end tell

set AppleScript's text item delimiters to {"★★★"}

set aList to (every text item of aRetList) as list

set AppleScript's text item delimiters to {""}

aList

####PerlScript側（test.pl）

#! /usr/local/bin/perl

foreach $_ (@ARGV){

tr/ぁ
　

-んＡ-Ｚａ-ｚ０-９有/ァ
　

-ンA-Za-z0-9株/;

}

$ans = join('★★★',@ARGV);

MacPerl::Reply($ans);

####AppleScript結果

{"3591131", "Ichikawa", "セウゾー
　

", "（株）シンクス"}

図10●MacPerlから計算結
果を受け取る
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Perl
Perl

Perl
You Got Power!!

DTP専門誌の記事でさえ，これをエディタの

マクロで組みましょうなどと推奨しているが，な

にが悲しくてそんな回り道をする必要があるの

だろう。Perlなら30秒で書いて1秒で処理が終

わるというのに。

まず，最初の3行はXPress Tagならではのお

きまりで，タグに使われるメタ文字をエスケー

プしている。あとは，「s//;」演算子でひたすら

特定のパターンにタグを付加していくだけだ。

QuarkXPress & 
MacPerl Scripts
いったんこういう便利なやり方を知ってしま

うと，人間はさらにラクをしたくなるんである。

テキスト段階で前処理加工をするのではなく，

QuarkXPressのドキュメント上でテキストを自

由に扱いたいという欲求が生まれてくる。そし

て，それができると信じるようになる。

やがてラクをできるという信念を実現する人々

が出てきた。NIFTYSERVEのDTPフォーラム

（FDTP）15番会議室（せど・おうく・ぱある）

で発表され（1343番からのスレッド），おもに

青山和光氏と鎌田幸雄氏によって改良が加えら

れ，現在もフリーウェアとして公開されている。

このスクリプトを簡単に説明すると，およそ

図1のようになっている。まずAppleScriptを使

ってドキュメント上で選択されたテキスト（あ

るいはカレントのテキストボックスのストーリ

ー）を受け取ってPerlモジュールに渡す。Perl

モジュールは受け取ったデータを処理しファイ

ルに書き出す。AppleScriptはそれを受け取って

元のドキュメント上に挿入するという手順を踏

んでいる。つまり，このスクリプトが提供して

いるのはドキュメント上のデータをPerlモジュ

ールに受け渡す仕組みであり，モジュールさえ

追加すれば機能はどんどん増えていくのだ。

ドキュメント上のタグを受渡しする仕組みも

「xtag.pl」がライブラリ化され配慮がなされてい

る。したがってスクリプトそのものは，いたっ

てシンプルに記述することができる。

具体的な操作方法の流れを図2で示した。特別

な知識はほとんど不要なのがおわかりだろう。

今回CD-ROM MACLIFEに収録したモジュール

は以下のとおり。

さまざまな場面で活躍しているPerlプ
ログラムを紹介しつつ，その原理を簡
単に解説する。連載最終回。

図1●QuarkXPress & MacPerl Scriptsのおおまかな流れ

有史以前のハッカーの先祖は言った。「他人のプ

ログラムをそのまま盗むことを“パクリ”といい，解

析しうまく取り込むことを“学習”という」と。

多くの有益なソースコードを読むことは，必

須科目の修行であり，プログラム上達の最短の

近道なんである。

幸い，何人かの優秀なプログラマーの協力を

得ることができ，いくつかの有益なサンプルを

提供していただいた（MACLIFE CD-ROMに添

付）。改めて感謝の意を表したい。

今回はその中のいくつかを紙面で紹介してみ

ようと思う。これらの有益なプログラムは使用

するだけでも便利なものばかりなので，ぜひご

活用されたい。

QuarkXPress�
ドキュメント�

QuarkXPress &�
MacPerl Scripts

MacPerl�
各モジュール�

データ� コントロール� 処理�

選択文字列・ストーリー�

データの挿入�

処理を依頼�

処理後データ�

QuarkXPress
レイアウトソフトで文字組みをするとき，ス

タイル属性や文字属性，縦組みにおける文字種

の選択など，膨大で退屈で面倒な作業から逃れ

ることはできない。

その解決策として，主なレイアウトソフトで

は，独自のマークアップタグが用意されており，

文字組属性のほとんどを再現できるようになっ

ている。

ただし，このタグはお世辞にも人間が「見や

すく扱いやすい」という観点は欠落している部

分があり，どうやってマークアップするのか？

という問いにマニュアルは答えていない。もし

かして，人が入力するのだろうか？

そこでPerlの登場なんである。Perlの正規表

現置換はいともカンタンにこれらの問題を解決

してくれる。実際に筆者が関わる書籍の仕事の

ほとんどはPerlのお世話になっている。

たとえば章・節・項見出しにそれぞれのナン

バーが振られているとして，XPress Tagを使っ

てスタイルを適用させるならこんな感じ。

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/¥¥/<¥¥¥¥>/g;

s/<([^¥¥])/<¥¥<>$1/g;

s/@/<¥¥@>/g;

s/^¥d¥t/@章見出し:<¥$>$&/;

s/^¥d¥.¥d¥t/@節見出し:<¥$>$&/;

s/^¥d¥.¥d¥.¥d¥t/@項見出し:<¥$>$&/;
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原理はXPress Tagと同じで，ある特定のパタ

ーンにタグを付加していくだけだ。すでに1月号

のCD-ROMに収録したとおり。

タグに使用されるメタ文字としてこれらをエ

スケープしなければならないものXPress Tagと

同じである。

s/¥&/¥&amp;/g;

s/</¥&lt;/g;

s/>/¥&gt;/g;

s/¥"/¥&quot;/g

プレーンテキストからHTMLへのコンバータ

として，中島 靖氏作の「txt2html.pl」を汎用的

な例解としてCD-ROM MACLIFEに収録した。

このスクリプトをカスタマイズすれば，かなり

の作業が自動で行なえるはずだ。このスクリプ

トを使うと，HTMLエディタを使うことさえお

っくうになるかもしれない。

この逆に，もしかしたら，あなたのクライア

ントは大量のHTMLファイルを持ち込んで，「全

部プレーンテキストに直してほしい」と言いだ

すかもしれない。それがブラウザの「テキスト

で保存」ではとても追いつかない量だとしても，

あなたは笑顔でその仕事を受けることができる。

そのHTMLが単純な構造なら，

#!/usr/local/bin/perl -pi.bak

s/<[^>]+>//g;

s/^¥s*¥n//;

s/¥&amp;/¥&/g;

s/¥&lt;/</g;

s/¥&gt;/>/g;

s/¥&quot;/¥"/g

などとすればよい。しかしHTMLはタグの中

でも改行が許されていたり，文中での改行も割

といい加減だったりする。

もう少し高度なコンバータとして，同じく中

島靖氏作の「html2txt.pl」を収録した。ブラウザ

が吐き出すテキストよりも整然と整形されたテ

キストを書き出してくれる。

Illustrator PS

DTPの最も基盤となる技術はPostScript（以

下PSと略）である。DTPの黎明期にはこのPS

に精通し，プログラム的に作表したり，組み版

したりできる無形文化財的ツワモノがいたらしい。

PS自体は汎用言語という側面もあり，データ

としてPSを扱う場合，少なからずPSの知識が

必要なのだが，AdobeはPSの技術資料を公開し

ているため，解析できないというわけではない。

むしろ，言語としての構文や約束事が守られて

いるぶん扱いやすいともいえる。

たとえばPS上で各ページは“%%PageBegin

～%%PageEnd”の中に記述されていて，それ

ぞれ相対ページと絶対ページを持つため，それ

を利用して，PSから索引を作ることもできる

（CD-ROM収録「PS_Index.pl」）。PSから索引

を引っ張る利点は，レイアウトソフト上に貼り

込まれたドローデータ（IllustratorやFreeHand

など）からも，語彙を収集できることだ。

他にもPS中にはフォント情報やサイズ情報な

ど出力に必要な情報が整然と詰め込まれている

ため，条件を限定してテキストを抽出すること

も可能だ。たとえば，「Picup Text of Illustrator」

（CD-ROMに収録）ではIllustrator形式のファイ

ルから「10ポイントの中ゴシック」のテキスト

だけを取り出すこともできる（図3）。

ここでちょっと厄介な問題が生じることがあ

るかもしれない。PSは伝送路やプロトコルの関

・ビブロスフォントの一括指定

・英数字の全角半角統一

・行ソート

・行ナンバリング

・行頭約物前に半角アキ

・縦組中の半角数字回転(桁無制限)

・縦中横文字

・正規表現検索置換

・全角欧文->半角一括置換

・総ルビ付与

・単独の英大文字を全角に

・特定の文字列に色を付ける

・約物の一括つめ

・拗促音の禁則処理

どのモジュールもQuarkXPressの標準では実

現しない，かゆいところに手が届くようなもの

ばかりである

そしてこのスクリプトがすばらしいのは誰で

もがスクリプトに手を加えたり，新たなモジュ

ールを簡単に追加できることだ。XTentionが便

利だといっても，こういうことはできないだろう。

HTML
「マークアップ」や「タグ」という言葉でHTML

を連想される方も多いと思う。

DTPと一言でいっても「紙」だけが舞台では

ない。「電子出版」という言葉が日常語となって

いるように，現在ではインターネットやWeb空

間を無視することはできない。

当然の欲求として印刷物としてのデータをそ

のままWeb上に生かす，いわゆるワンソース・

マルチユースという考え方も，現在では実践段

階を迎えている。

そしてここでもPerlが大活躍をする。大量の

ドキュメントを同じ体裁でHTML化するとして

も，もう頭を抱える必要はない。

図2a●処理範囲を選択しておく

QuarkXPress & MacPerl Scripts
をダブルクリックして起動する

図2e●自動でル
ビが振られた

図2c●タグを含めるか
どうかの指示をする

図2d●処理範囲を指示する

図2b●モジュール
を選択する
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では歌代和正氏作の文字列変換ライブラリ

「jcode.pl」（CD-ROM添付）が活躍するだろう。

「jcode.pl」はもともと英語版Perlで日本語を扱

うために開発されたライブラリで，日本語処理

環境では標準ライブラリといってもよいかもし

れない。

ほかにもIllustrator形式はASCIIデータなので，

Perlが役立つ場面が多い。青山和光氏作の「イ

ラストレーター5.0Jの文字のせ」「Illustrator5.0J

でルビ文字作成」「文字だけを別レイヤーに集め

る」（CD-ROMに収録）などはその魅力の一端

を知ることができる。

データ管理をする上で，時として「修正され

ているかもしれない」というテキストが発生す

ることがある（あまり好ましいこととはいえな

いが…）。オリジナルとよく似ているがタイムス

タンプが違ったり，グループワークの途中で新

たなデータが書き加えられたりするような場面は

日常茶飯事的に起こりうることではないだろうか。

さてそんなとき，あなたならどうする？　ふ

たつのドキュメントを開いて査読するしかない

のだろうか？　そんなこと，人間のすることじ

ゃないと思うあなたは正しい。そしてPerlの登

場なんである。

侭田和広氏作の「textdiff.perl」（CD-ROMに

収録）はふたつのテキストファイルの違ってい

る部分をレポートしてくれる（図4）。

DCS 5
DCS 5ファイル形式は，プリントサーバにカ

ラーの画像データを転送する際に，ネットワー

クへの負荷を軽減する有効な手段である。また，

RIPでの処理速度向上にも貢献する。

しかし分割されたファイル名の関係がPS内部

にも記述されているため，リネームすることは

許されていない。もし誤ってリネームしてしま

った場合……その結果はみなさんもご存じのと

おりだ。

青山和光氏作の「DCS_rename.pl」（CD-ROM

に収録）を使用すればこれらのファイル名の関

係を正しく修正してくれる（図5）。もちろん，

名前を変更しないことが原則なので，あえてリ

スクを負うこともないのではあるが，こういう

原則が行き渡らない部署が存在するということ

もまた，事実だったりする。

ファイルの分割や連結は日常的に行なわれる

係で2バイトの文字を8進（あるいは16進）数

で表現することが多い。

しかしPerlは8進（あるいは16進）数を直接

パックする関数を持っているため，下記のよう

なサブルーチンにを作ってやれば，8進数で表現

された文字列オブジェクトを簡単にデコードす

ることができる。

sub PP {

local($_) = @_;

s/¥¥¥¥/¥¥134/g;

s/¥¥(¥d{3})¥¥(¥d{3})/

pack("CC",oct($1),oct($2))/eg;

s/¥¥(¥d{3})/pack("C",oct($1))/eg;

s/¥¥r/¥n/g;

$_;

}

これらの「pack」や「unpack」のサンプルと

して「word conv」をサンプルとして添付したの

で参照していただきたい。これらの文字列コン

バートのサンプルはPSファイルの中身を操作す

る上でもきっと役立つだろう。

さらに複雑な文字コードの処理が必要な場面

図3●Illustratorのファ
イル中の10ポイントの
中ゴシックのテキスト
だけが抽出された

図4●ふたつのファイルをドラッ
グ＆ドロップするだけでその違いを
レポートする。このサンプルでは
30999行目の1文字の違いをレポー
トしている。処理時間は約2秒

図5●ファイルの中
身も書き換えられて
いるのがわかる

Finderでリネーム
後ドラッグ＆ドロ
ップすると
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業務だといえる。原稿の整理やメールの管理な

どでも活躍するだろう。こういう整理ができて

いるかいないかで，その後の仕事のしやすさが

変わってくるというものだ。そしてそんな簡単

なことは簡単にPerlでやっつけてしまおう。

「ファイル連結」（CD-ROM添付）は単にファ

イルを連結するだけでなく，該当ファイルの先

頭行にファイルの先頭を表すデリミタ（任意の

文字列）とフルパス名を書き込んでくれる。あ

とでそのデリミタをサーチすれば，ひとめでフ

ァイルの区切りが分かるようになっている。

「ファイル分割」（CD-ROMに収録）ではその

デリミタを手がかりに自動でファイルを切り分

けてくれる。デリミタの直後にフルパス名かフ

ァイル名が記述されていれば，その名前を使用

する（つまり「ファイル連結」と互換している）。

「空行でファイル分割」（CD-ROMに収録）で

は，デリミタでの分割ではなく，空行をサーチ

してファイルを分割してくれる。

これらのスクリプトは飯田重規氏からヒント

をいただいた。

ワープロなどできれいに整形されたテキスト

にお目にかかることがある。ワープロ上で2段組

にされていたり，文字詰めを調整されていたり

する「アレ」である。たぶんこれを作った人は

「こうするときっと手間が省けているんじゃない

か」と思っているかもしれない。これは大きな

誤解で，大抵の場合，こういうテキストは清書

され直されているんである。

これも人間がやっていて決して面白い作業じ

ゃない。しかしPerlを使えば，問題はたちどこ

ろに解決する。青山和光氏作の「２段組みワー

プロデータの前処理」「行末改行を取る」（CD-

ROMに収録）など参照していただきたい（図6）。

SMTP
SMTPとメールの送受信についての詳しい解

説は本誌連載中の「実験自作のメーラアプレッ

ト」の田中先生にお譲りするとして，とにかく

Perlでも，簡単にネットワークのソケットへデ

ータを投げることができる。

山本武氏作の「MacPerlから電子メール」（CD-

ROM添付）を参照していただいただければ分か

るとおり，メールとして最低限の情報が揃って

いれば，メールは簡単に送ることができること

が実感できる。実際に「sample_mail」をドラ

ッグ＆ドロップすれば，あっという間に送信が

完了しててしまう。通常のメーラとなんら違い

のない手軽さだ。

GIF
Perlを使ってGIFを描画するというのは，な

んだか新鮮な驚きを隠せない。

諏訪園秀吾氏作の「GIFを描画」（CD-ROMに

収録）を実行してみてほしい。図7のようなGIF

が出力される。

たとえば，CGIプログラムに組み込んで，Web

上で刻々と変化する棒グラフなどを見せるとい

うことも可能になるだろう。

?!
「便利」という切り口でMacPerlを6ヶ月間紹

介してきた本連載も，最終回を迎えることとな

った。MacPerlの魅力のすべてを伝えられたか

どうか，はなはだこころもとない。

1964年9月12日生まれ，B型。
太っている。昔の友達に久しぶりに会ったりすると「太
ったねー」と言われる。実は妻も太っている。ついでに
いうと猫も太っている……。“しあわせ”なんである。
JAGAT（日本印刷技術協会）認定・DTPエキスパー

　

ト。
http://www.asahi-net.or.jp/̃ym3s-ickw/showtime.html

Perlはスクリプト言語である。「難しそう」「面

倒くさそう」「プログラマだけが使うもの」とい

う印象がどうしてもつきまとってしまう。しか

し，使ってみてわかるとおり，実際はだれもが

簡単に使える便利なものなんだが。

そもそも「便利」ってなんだろう？　「不便」

の反語であろうか？　コンピュータは大変便利

な道具である。しかし同時にたいへん不便な道

具でもあることは否定できない。DTPは商業印

刷の主流となったが，職人の職域を完全にデジ

タル化できない，脆弱なシステムから抜けきれ

ないでいる。あらゆる「便利」なものは必ず「不

便」を持ち合わせるといっていい。人間が「不

便」から「便利」を創造する生き物であるなら

ば，このサイクルから脱出する手段はない。林

檎はもうかじられているのだ。

「便利」ってなんだろう？　Perlはそのひとつ

の解答だと思う。そしてかなり「まとも」な解

答なのだ。

これまでおつきあいいただいた読者に感謝し

ます。ありがとう。

図6●テキストの
整形も自在

図7●Perlが描画し
て出力したGIF画像。
カラーでお見せでき
ないのが残念だ
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